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海に魅 せら れ て

半世 紀( ＸＸＸＶＩＩＩ)

奈 須　 紀 幸　NO 心UkIＮＡSＵ

19. 昭和40 年 代後半以 降（5）

｜｡ 国暉深海錮刪叶画一その5 －

CX 深海掘削針画の成果－その1－

1. 深海攤削の意味するもの

地球j!生以米の艇史についてlj， まだまだ隠された謎

が||lllどある。それでも，加 胯紀に入って，その謎岬き

も急速に進んでいる。

以F 述べる50 行程の文は，いろいろな縊を合わせて

作った一つのシナリオである。将来，研究の延展につれ

て改訂される郎分もあることをあらかじめお含みおき爪

きたい。

l;1始地球を含む太陽系の誕生は約45.5 億年lj と椎定

されている。宇宙の嵐が集まってできた原始の地球に

4ま，付近の小天体が地球の引力に引かれ敵多く衝突して

肖初冷たかった地球は商温の火球と化した。

鉄分は重たいので内郁に沈み球形の核を形成した。鉄

よりははるかに敍い石貿のマントルが核を取り巻いた。

その上を原始の人気が榎った。

マ ントルのｉ・ は高温のために溶けてマグマオーシャ

ンとなった。

地味外郎の皿|暖分布は一様ではなく，そのため，地球

内部では為対流が流勤していたものと戀われる。これを

ブルーム(plume) という。プルー厶の動きをブルーム

テクトニクスという。

そのうち。衝突する小天休の数も誠り，マグマオー
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シャンの表laiは冷えて固化し，原始の地殻が生じ。その

Ｅに人域の雨が降り，瞭始の海が生まれ。人気の成分か

人分変化したのが今から40 歙偉年前･と推定されている。

そして最lgjの生命が芽生え，遒化と増加のさｰ,かljを

作ったのが約40 億年前と推定されている。

その頃。固体地球表轗の固化した部分はプレートとな

り，内部のまだ高温で軟らかい部分の為対流の影響を受

けて。プレートは，何枚にも分裂し，内郎物質が|:昇し

てくる場甬では分裂しつつ，新生プレートが付け加わ

り，移動し，その先では冷えて哦たくなり。突きｉ たｰ!

た隣のプレートの下へ沈み込み。固体地球内部へ戻って

いったnj能性がある。このようなプレートの働きをプ

レートテクトニク スという。

地殻は軽い花崗岩?1と爪たい玄武岩質に分化した。花

幽岩貿はぷ厚い地殻を作り， 玄武 む貿は薄い地覦を作

る。花崗岩質の部分で, 海面Iぷ 顏を出す部分が表れた。

陸地の111現である。流水は陸上物質を削剥して海底まで

運搬した。堆積勧の彫成である。 それか|嵋ﾋ すると堆積

岩となった。

沈み込むプレートと。それを受けとめるプレートの間

には摩擦を生じ，一氤 沈み込む方のプレートの,Ei が

自||剥されて扣Ｉ 鈿に付ａする。これを付加休という。

過１約40 他年ほどの問， 恐らく， 固体地嘩表層のプ

レーHj ，地球内部物質の噴き出しの楾，沈み込みの躱

の場所を伺【lllも慶えて動きを続けてきたのであろう。

したがって。固体地球上にlj約40 億年ぷ來の淘底が

生成 一消滅｛地球内部へ･の吸収｝を繰り返してきたもの



と考えられる。

裂在。海洋は固体地球表而の70.8％を覆う。しかし，

玄武岩質か大郁分を占める本来，海底的な部分は恐らく

６割程度であろう。 それでも問体地球表層の半ば以上を

占める。その年齢は若く，最も古い場所でも２位年を超

えないのではないか。と推定されている。古い海底は地

球内部に戻されたのである。

深海掘削計肉が探求の対象としている部分は，現在の

海底である。

現在の海底の歴史は，地球の艮い歴史に比べて一見。

翫iい期間のように思える。しかし凍海底は，暗黒と商圧

の世界であり，古来，光と１気圧ほどの口然環塊の下で

生活してきた人類にとっては，近寄りがたい鳩所であっ

た。

世界周航の形で深海底に探求の予が及んだのは，わず

か１世紀余り前の1872 年から1876 年にかけて行われた

英艦チャレンジャー号による研究航海のときをもって初

めとする。

長い目で見れば，研究は緒に着いたばかりということ

になろう。

しかし。それだけに，その開始からほぼ40 年近くに及

ぶ深海掘削計両か得た成果は驚くべき内容と量を誇り得

るものである。

ちなみに｡1977 年。付加体の概念が生まれてから，人

随・島弧の地質も随分と見直され，確かに花崗岩質の岩

石は多いが，その中に取り込まれているかつての深海底

玄武岩的岩石や堆積岩・堆破物，あるいはそれらの変成

した郎分を含む付加休が随分と存在することが判明して

きた。 こうした場所は，２億年前より更に前の深海・ の

様子をかいま見る窓の役目を果たしつつある。

2. 科学史としての時代的背最

深海掘削肝両は幸運の屋の下に生まれてきた時代の寵

児のような感がある。それは何を指すのか。

この計画に用いる船体のサイズと質の段階的向上の節

目に合わせるかのように，地球科学の上での革新的な理

論が提唱され，それらを直ちに検証する立場に入ること

が出来たことである。

また，技術の飛躍的向上の時代に良い心味で遭遇し，

そうした技術を直ちに応用して実用化で きたことであ

る。

20 世紀に入って｡ 人工地震や自然地霞の伝播のあり方

を調べて，固休地球内部の構造が判明した。 図一1 に示

す( 本誌では再掲)。地表から地心に向かって，固体の地

２

図一1 固 体地球内部の構造（余須，1996 より ）

殼，石貿であり同体ではあるが幾らかの塑性を持つマン

トル。少皿の多種成分を含むが主成分は重たい鉄より或

るコア（核），それも溶融した液相の外核，高圧のため固

l 】となっている内核に分かれる。この図 の巾のプレート

については，その概念の提唱は後述するように大分後に

なってからのことである。

第一船である3μ》0卜ｙのカス(CUSS)  I 号が，短期

間とはいえ柬太平洋で史上初めての深海掘削を火行した

のは196 】（昭和36 ）年のことであ。た。

この1961 年から62 年にかけて，大洋底拡大説が提明

された。それまで，深海底は，地球創生以来，動くこと

のなか･,た永遠の静寂の場だと考えられていた。

中央海嶺系の発見が端緒となって，その軸郎の糠で地

殼が新生し，勧方向に年ll澂 ｃｍ の働きを続け。遂には

海溝のような沈み込み帯の軸線からマ ントル内部に戻る

という発想である。

第二船であ る10,500 ト ンのクロ ーマー・ チ。レ ン

ジャー【Ｇ】ovnar Challenger) 号（以下グ号という）は

1968 (昭和43 ）年に就航した。

その前年の1967 年からこの68 年にかけて，地鮫に加

えてマントルの最上郎も固い凶相の岩石圏であり，これ

を併せてプレートと呼び，その動態をプレートテクトニ

クスと袮する新説が提唱された（図 一2, 本誌では再川）。

既述Ｌたように，（本誌，奈須，1997.ｖ.9.ｎ.2），68 年

末から69 年初めにかけての第３節航梅（以下.Leg3 と

いうように呼ぷ）で，南大西洋の海底から試料を碍て，

ダ号は大祥底拡大晩， プレートテクトニクス鋭の正当性

を直ちに換証した。

深海刪削計 百は197S （昭和50 ）年 から国際 化さ れ

ipod  <g 際深海掘削計画，と訳される）と呼ばれるよう

にな。た。この時点で日本は参加した。】983（昭和51 ）
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年，老朽のゆえを もってグ９はＬｅｇ９６でその使命を終

えた。Leg97 から99 は欠番となった。

1985 （昭和仭） 叭 掘nll船は性能が人幅に向上した

18,500ト ンの ジョイデ ス・ レソリ。－ シ，ン(Joides

Resolution) 号（以 下ジりという）が甘前した。Leg  100

から再開された。ｏＤＰ（岡じく11q際深海掘削計画と訳さ

れる）と呼ばれる。

r度この頃から超高温・超鳥圧の室内火験か，岡体地

球内郎の状態を探れるところまで進展した。また，サイ

ズミック・トモグラフィー（音響トモグラフィー）の研

究がｌ み，閥体地球内部の温度分布か推定されるように

図一2 プレートテクトニクス説による固体地球表屑の勦き

( 奈須，1996 より)

なり，それに連れて，固体地球内部の流動の模様が推し

計れるようになった( 同一3)。

きの伝搬速度の遅い部分は高温でやや密度の低い部

分，伝搬速度の速い部分は低温でやや密度の高い部分と

いう簡叭な物理的性質を適川した考え方である。温かい

部分は岡川よりも軽いので上界する傾向にあるはずだ

し。冷たい部分は周川よりもiRたいので下降する動きを

しているはずだ，というこれまた価巾な物理的性質を適

用していろいろな推定がなされた結果である。

研究はより詳細な方向に今[|でも進行中であり，今

後，さらに人きな允展が期待されている分野である。

そしてマントル内部の温かい上昇流をホットブルーム

(あるいはホットプリューム)，冷たい下降流をコールド

ブルーム( またはコールドプリューム) と呼ぷように

なった。ブルームの動態をブルームテクトニクスとい

う。

とくに人規枝なブルームをスーパーブルームという。

これにもスーパーホットブルームとスーパーコールドブ

ルームの別がある。

これらの研究には当初から相当数の日本の研究者が参

両し先端的な研究の道を切り閧いてきた。これは明らか

にＨ本の研究者の目が，日本付近のみならず。グローバ

ルな視野を柚つようにな。た証左であろう。

コアやプレートに対しても大きな影響を与えるマント

ル内の動態について，南雲昭三郎と木下肇は早い時期に

本誌にこうした説の紹介と解説をされた。南雲氏の分が

ｊ

図一3 ブルームテクトニクス説によるマントル内ブルームの動き（余畆1996 を改変）
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1991 年のｖ.3 のn.  1,～ｎ.3 に。木下氏の分が1992 年の

v. 4. n. 2 に咨かれた。 私も１億年前の南太平洋のスー

パーホットブルームの紹介のために， 本誌の1994.  v. 6.

ｎ.3に，お二人の報文を引川させて項いた。

掲載された図 一3に各種ブルームなどの概念を示す。

マ ントルの研究が進んだ結果，地下670km を塊とし

てマント ルは上部マ ントルと下郁マントルに分かれるこ

とが判明した。上邸マントルは数種の岩石の集合体であ

り，下郎マントルは，この領妓で安定なペロプスガイド

という岩石から或ることが判明した。

沈み込み帯で沈み込む冷たいプレートを スラブとい

う。上郎マントルは固いので，和速＝ベニオフ帯に沿っ

て浅部の地震はもとより，深兇地震允生の集中城とな

る。 それも670  km の深さまでで， それ以深の下郎マン

トルはより重たいがやや軟らかいので， スラブが落ち込

んで も地震は允生しない。

中央淘嶺系中軸郎やホット スポットに噴き上げるホッ

トブルームの周辺では浅兇地震が多発する。

上部マントルと下部マントルの塊の而の上に潮ウたス

ラブは。冷えている場合にはある程度の胝がたまると下

郎マント ルの中に落下し， コア＝マントル境界まで逹し

てそこに不均一性をもたらす。大量のスラブが降下する

鳩合にはスーパーコールドブルームとなる。

推定される構成物質，そこでの温度・圧力条件から室

内火験を経て推定された内核と外核の境界付近の温度は

6μOK( 摂氏の温度に換算するにはこの値に237.15 度

を足して唄く) 麗度と算出された。1987 年頃のことであ

る。一力。コア＝マント ル境界付近の温度は，1990 年頃，

4,900±1,000 K 程度と算出された。

コア＝マ ントル境界の下は溶融した141たい鉄が主成分

であるから，それは境外を越えては上方へは浮上できな

い。固い石質の最下郎であり，この境界面で溶融した鉄

に接するマ;／トル部分は，下から熱せられるので膨脹し

て密度的に不安定な層を形成 することに人々は気付い

た。そして，100 ～200  km 程度の不定形な厚さを持つで

あろうこの膰をＤ"層と名付けた。

下郎マント ル内を降下するスラブはこのＤ"層まで落

ち込んでそこに溜まる。やや哦たいので， 横力向に移動

することもあろう。

同時的には スラブの降下城と曜れた場所で，時間経過

が進んだ場合には降下峨でも周川のマントルより高温で

やや軽いマントル塊がＤ“濳付近で形成され， 上昇の動

きをはじめ，ホットブルームを形成するo この樢が人皿

になりてから上昇運動を始めた場合にはスーパーホット
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ブルームとなる。

そうした視点 になうて見た場合，現在の固 体地球 の表

而 で，大陸や海底の別を問 わず，余程の高温 の状態を保

ちながら大且の マント ル物質が地表にあ ふれ山 て玄武岩

質物質を広昭 用に分 布させた場所が幾つかあ るが， これ

ら がスーパ ー赤ットプル ームの噴山 物であ ろ う， とい う

ことに人々は気付 いた。 それから この方面の研究は急速

に進み つつあ るのが現状 である。

ＯＤＰに入・ た国際・ 海掘nl』叶両 は，新 しくａ 増し た

ブルームテクトニク スの畷念に戚ちに対応し， スーパー

ホットブ ルームの生成に成 ると思われる各所 の淘 台な ど

の調爽を火施し， 岩石学的所 見をはじめとして，次々 と

裏付けの証拠を 碍つつあ る。

マ ント ル内 の 動 態 に つ い て のli 見 に つ い て は，

Ｄzieｗｏｎskj （1981 ）， Ｂｃrcoｖiciら （1985 ），F ｕａｏら

（1992 ）｡ 丸|11・深111・ 大 林 （1993 ） 等 の論 文が初期 のも

のである。

深海刪剛の弛 みは，何 と言うて も，実試料を 手に入 れ

て研究が111来 る とい う点 である。 しかし， 一方 で，新 し

い理論の進展に は機敏に対応してきている。 人きな成 果

が挙がるゆえ んであ る。

本年｜月， 丸山・磯崎 （1998 ） に よる「生 命と地球 の

歴史」とい う著作が出版 された。 これ もまた，入 手した

実試科に.ｌ 詢 しつつ，随所に思い切 った推論 も含 めた名

着 であ る。その巾 で以 下 のよ うな見解 が述 べら れてい

る。

液体 核の内 部に鯏扣の内核 が形成 されたのは約27 位

年前頃のことであろ う。外技の巾に 対漉を生 じ， これが

地球 ダイナモとな って。固体地球の周1剔に地磁気 の場を

形成 し た。 これは岫嘩 のMi 囲 に字ilj線 に 対 するパ９アー

を形成 し，生物を保護する状況を 作り出 した。

私 が既述し たよ うに超 大陸 ゴンドワ ナの存 在を1883

年 に 提剛 したのは オー ストり アの Ｅ. ジ 。－ スであり。

その超 人陸 の分裂移動を1912 年 か ら15 年 に かけ て「人

陛移動 説」 として提唱し，新 たに超 大陸に パ ング アの名

を 冠し たのはドイツの Ａ. ウ 。ゲナーである。人陸移動

説lよ賛否こもごもで，解決にやや時間 がかか ったが，第

二次 大戦後，11t界各 地に散 って資料を集 めた英国の古壤

瞳気の研究 者たちによる研究の結 果，1950 年 代 後 拏に そ

の正当們Eが確紹 されて復活した。 このことは大樺底拡大

脱 提唱 への前駆的布石と もなった。

J.Ｔ. ウ ィルソンはカ ナダの人 である。人洋底拡人脱か

らプレートテクトニ クス説の提唱 が行 われた頃， ホフト

スポ。卜の畷念 やト ランスフォー ム断層などの極めて爪



慳な見解を提案して人きな寄与を行った。

超大陸の形成，分裂は。 ゴンドワナやパングアの形成

以 前にも繰り返し行われたのではないか， とウィルソン

を含めて多くの人々が気付き始めた。 大陸の地史が明ら

かになるにつれ，そのことは貞火であうたことが推量さ

れるようになってきた。そこで。超人陸の形成と分裂の

繰り返しに対して,「ウ４ルソンサイクル」という名祢が

与えられた。

ここで丸山 一磯崎の著肖1こ戻る。

約19 偉年前， 最初の超大陸が形成された。 それから

ウィルソンサイクルに入り，超人陸は分裂・襲合を繰り

裏－1 最近の地質年代表（丸丹・FI 科年表，1998 より ）

日本廸澗ア｝ラ刻 廸貿飼ｉ 所，IS82 ）およぴOdi・（1994 ）に よる.

SI ．il．rand J.S・「（19771 壤１ 冩1数を壁用．

JAMSTEC 19 郭 年 第10 ● 第２号（ 通魯罵38 号〉

理科年表 1998 年版で改訂

５

地　　質　　年　　代　　表

返すようになった。

そのことはスーパーブルームの動きが人きく支配し

た。 スーパーコールドブルームが形成されると大陸片は

その上に吸い寄せられて，やがて一つの超大陸にまとま

る。

ある時間が経遇すると，超人陸の下からスーパーホッ

トブルームか上昇するようになり，激しい火成活動を伴

いつつ超人陸の巾に割れ目が生じ，そこから人魅の分

裂・移動が始まる，というシナリオである。

この超大陸分裂初期の激しい火成活動は大姐の扮塵を

人気中に瀰漫させ，太陽光を遮りたので，この頃に人1;1



の生物死滅と交替の事件が起こったのではないか， と推

論している。

そして杓10 億年前にロデ ィニア超人陛が形成され。

約S.5 億年前にゴンドワナ超大陸が形暖され，約３億年

前にパングア超人陲が彫成されたのであろう。 と推定し

ている。

表－｜に[j 本でよく スタンダードとされるurn*i: 代表

を掲げる。 岩石に包含される放射性勧質をａ む鉱物の絶

対年代の測定の試料は。今1=jなお続々と増えている。そ

のため。 いまだに， しばしば地質年代を区分する敵値は

改変される。これから後， 丸||』・磯崎の著jlをはじめと

して，地貿時代の名称が， しばしば記されるようになる

か， 絶えずこの表－l を参照されて， その時期が今から

何年程前であ･, たのかということを尨識して圃きたい。

地質時代の巾で，化石が人量に残るようにな・てから

の時代を顕生代という。顕生代は生物の人量死滅・交替

の時期をもって，古生代，巾生代，新生代に只分される。

古生ltより前は，地球上で堆積が始ま･｡ たIS期から以後

を適して先カンプりア時代と一括して及現する場合が多

い。

より細かい時代区分の名称を用いて，先カンプり７時

代と占生代の境を Ｖ/C 境界， 古生代と111生代の境をP/

Ｔ墳界，中生代と新生代の墻をＫyＴ境界という。

それぞれ, Vcndian/Cambrian.  Pcrmian/Triasslc.

Ｋ『・ide( ドイツａ 英語ではCrctaceous)/Tcriiary  Jfi

髷の意である。

丸山・磯崎は. v/c 境界,Py Ｔ境界,ＫyＴ境界の時期

をそれぞれ約5.5 億年前，約2.5 億年111j.約6.肺0 万年前

としている。

ＶyＣ境界の成因は，硬冊格ｔ物の山現に負うことは万

人の合心しているところである。またＫ/Ｔ境界の成囚

は， 縷述するが，最近判明してきたように，メキシコの

ユカタン半鳥から米閥のフロリダ半島の沖合を榎って地

球に落下した[j大隕石の衝突によるものであることか昨

年当初の深海掘削の結繋から明らかとなり，これまた万

人の納得を得つつある。

問堋はPy Ｔ境界である。丸山・磯崎は。これを超人陸

パングアの分裂初期の激しい火成活動による生物の大量

絶滅・交替の瞭因に帰している。明侠な見解である。

さらに付け加えておきたいことは，地球の磑燭 の正

転・逆転の螽!録である。外檳内の対流も絶えず間欠的に

変ｔ するのであろう，そのため，磁増の方向は次第に移

動するのみでなく。現在のそれをiEの方位とすれば， し

ばしば正転・逆転を繃り返してきた。

５

これについては，陸上の資料と海面上で測定された地

磁気異常の縞皎様，海底下の掘削試料を対比させて見事

な追跡かジ，ラ紀後期まで行われている。閃 一4に示す。

この資料から，現産の濠海底に存在しているプレート

は。 ジ，ラ紀以前までは溯らないのではないか，という

推論が生まれてきたのである。

濠海掘削計画は，こうした,11'地磁気の追跡も詳細に

行ってきた。

今ひとつ加えるならば，現在，地球は大水河時代のた

だなかにあり，人陸水床の伸緘・縮小を伴う氷期・矇沐

刪の軅り返し。それに呼応する海水準の上昇 一慨下の緩

り返しの歴史を編みっっある。 現在は一種のllj氷期の状

態に凧かれているものと解されるか， 今後。氷期が再来

するかi!iか。今のところ確たる見通しかないので，後氷

期の名で呼んでいる。

この人陸水球の櫨衰。淘水申 の変動について も， 例え

ぱ， 濠海欄剛XX料の中に包含される海洋j2層のプランク

ト ン有孔虫のCaCOi の○の酸素同位体oll/ols の標準

仙から の偏差勉ao'I の在り力'を多 数・群細に調べて

様々な甲実を明らかにしっつある。これは嶝要な寄与で

ある。この点については後述する。

図一4 地磁気正転・逆転の記録（余朗，1991 より）
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3. 深 海 掘剛航海の実施状況

既述 したよ うに｡1961 年 に 就航し た深海掘削の第一船

であ るカ ス(CUSS)  1 号 は 気i刈|川に その試験的作業を終

了 した。

第二船 であ る クローマー・チ ャレ ンジ ャー(Glomar

Challen8er ） ９ は19 鬩 年 からI 鯑3 年 にかけて. Leg  1

か ら Ｌｅｇ９６までの96 航 海を行った。この内. Ｌｅｇ４５以

後は国際深沌掘削計肉となりIPOD と 略 称される。深海

掘削 計 画は全 体を通し てDSDP の 名 称 で呼ば れるが，

米国 一国 で作業を 行った ＬｅｇｌからLeg  44 A ま で を狭

羲の意味でDSDP の 期 間とする場 合も多 い。

第三船で現在 も稼動中のジョ イデス・レソリ ，－シ 。

ｙ（Joide ｓ Resolution)  ^ は1985 年 か らLeg100 を 開

始 し た。 最近, 1997 年 か ら1998 年 に かけ て のLeg  177

を 柊 了 し た と ころ であ る。ジり･の オ ペ レ ーシ ョ ンは

ＯＤＰ の名で呼ば れる。 既述し たよ うに Ｌｅｇ９７～99 は 欠

番である。

表 －２に。グ 号 のLegl に 始 まり 最 近の ジ号 のLeg

177 に 至 る火 施状 況を示 す。 本衣はいろいろな資料から

まとめ たものである。

掘削点は英語でSUc と 吁 ばれるが，Ｌｅｇ１から現在ま

で通し番 吟が付せられている。 例えば。 餓近 のLeg  174

Ａ 航 海 では，第1071 ～1073 掘 削 点に おい て掘削を実 施

し た。 ―つの掘削点においてｌ 致の掘削を火施した鳩合

も多い。し たが って，１本のポーリ ング孔を英語でhole

と 呼 び， 例えば， 第440 掘 削 点については，440.440A.

440  B 掘 削 孔というように細 かく識 別する。

表－2 に は各航海 ごとの掘 削点 番号， 火 施年， 概略の

海域，日本人東船者名をまとめて記載した。 各航海ごと

表－2 潔海刪削概要表及び口本人乗船者

‘ 印は乗船･11晧研究口

営 螽筑
実篦年 海 皿 li工人乗船者及びjMg 専門分野

(所回は疵皿雪時のもの)

一一　-

19叨 メキシコ再，

此太西洋西岸沖

なし

19鴟 JI 人・ 琵棡断 なし

13-22 砲-ｅ 大西皿中火海飢元，

鹵人西洋曷断

斎藤常正（夕口ｙピア人LDG 研） ＆生葡

2F31 199 大 西洋．ヵりブ洶．

人西雇皿火淘畄系

なし

3X･43 19帥 祺人壑洋 なし

41-60 19卵 II咄太ｆ 皿S'F なし

JAMSTEC 19 箟 年 第10 ● 蝌２母（ 通巻 第3S 号）

に２名の乗船a 席` 研究口が堡るが，日本人でこの首席を

勁めた方には，その氏名の前に・印を付した。

Leg175 以降は， 本表では愉報不足で， 掘削点の数字

がまだ埋ま。ていない場合が多い。

この表を一警して頂くと，深海掘削船が。いかに グ

ローバルに行動しているか， また，火に多数の日本人研

究老が乗船の機会を・ ていることを実感して頂けるもめ

と思う。

なお。日本人のみならず，乗船研究者は氷山 の一角で

あ。て。その後に数倍する致の随上にあ・ て掘削試科の

研究に取り紹んでいる研究者が掩えているのが実状であ

る。

掘削結果はまず，米閥のＧＥＯＴＩＭＥＳという月 刊誌で

速報的に発表される。 各航海ごとに。原刈として ‾F船時

までにほぽまとめられるInitial Reports がある。NSF

とJOI が出版元である。解釈などその後に加わるものも

多いので，0DP4 こ人うてからは，ある時期から。同じく

NSF とJOI によ・ てScientific Results が山版される

ようになった。

さらに遭んだ冊究結巣については，米閥，日本，欧州

などの各種学術雛誌に投稿され掲載される。 その数は夥

しい詆に上る。

なお迴報的なものとしては. GE0T1MES に加えて，

JOI からJO 】DES  Journal が年２回ほど兇行される。

日本では｡ 実施本郎である東大海洋研究|折からIPOD-

0　 二，－スレター，引き緕いてＯＤＰ 二ａ－ スレター

が名種事項を速報的に伝えている。

(以下，次りに続く)



暼 臨
実唯年 海 域 [1本人乗船名及び分扣６門分町

(所碼は乖佃丿畤のもの)

一 一
19画 西赤道太~卜洋 なし

1969 ハワイ・タヒチ皿断 なし

7Ｆ 脳 剪 一助 朿琵画太平洋 なし

1 10　85-97 1970 ｊ ｔｼｺ 湾　　 Ｉ なし

1 1j S-108 1970　 西部ｔ 人瓜洋　　 ｜ なし

109-119 1970 北大 西用柚 断 なし

1釦-1乱 1町り 地中海 なし

13S-144 1970 中 央 大西洋 なし

146-154
一 一
|砲-163

70-71 ヵIJ プ海 なし

1971 中 佃 太で洋姐亊 なし

1M-171 1971 ハワ イ周辺 なし

172-182
一 一
|昭一1勍

1971 北太卜 爾 なし

1971 アリ ューシャン列島付近 小泉 略（阪太教再）ぷ1･価

|同 一2叭 1971 西太寸洋 なし

S3-210　 ｜7 卜72 幽可太平皿 なし

211-218 1972 呎郎ｲﾝ ﾄ 洋゙ なＬ

219-Z30 1屏2 北 西ィ冫 ﾄ 洋゙，紅海 なし

SI-238 19?2 ィｙ卜用アフリカ眼6'沖 なし

239-249
－　-
2圃一念隧

1972 イン ﾄ 雇゙ アフリカ匍;'沖 なし

|呎2 南ｲﾝ ﾄﾞ洋梭斯 なし

言均一加3 J972 ｔ一ストラリフ・11'沖 なし

264-274 72-73 滄－ ストうリア南万

南極海皿

なし

275一朗4 19徊 二，－ノーラント南万

南瓜海窄

なし

2肪-2的 1973 吶 西太平洋 斎蔭常正（コロンビア大・しDG 研究）占1.卜
一
氏皿 宏 ぐ「小冫科学博物淙）劼|.物

卜 鼠 格（阪人教纜）Eり| 物

渡皿輝彦（東大理）地物

霞井 心（乱象li）地物

290-3昭　　　｜1973

1

西 フィ11ビ ン海栽.IJ 本海

匐恥313 197a 西･11譌正太・ 洋　　 ｌ なし　　　　　　　　
｜

314-318
一 一

31F3XI

19卜3 / ヮヽィ・ タヒチ縦価
一 一
南太平洋淞14 断

なし

73-74 なし

飽2-325 |価4 南恥西心沖，南冨海 なし

3魴一洳|
－　-

3芻一芻5

1974 南米柬岸沖 なし

1974 大西洋櫑断

一 一
北而北人西限

なし

3卵一恥2 1974 なし

3S- 寸退 19?i 人西斤皿面，南大西雇咄断 なし

360-365 7475 雨７７･１ヵ西卜 沖

--
アノり力七瓜卜 沖

加賀Ｘ英雄（眼人海洋哨）堆皿

3S-371 1屏5 なし

42A 372-378 1叭5 地中海 なし

∂
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？ 鍜
実皿千 海 皿 可本人気舶元及 分爪専川分野

(g,,s
湍
。9)

12B 379-381 1975 黒 海 なし

鴪2-3 町 19?5 地4｣海． 北大西洋,瞋断 回Ⅲ尚武（コロｙビア人LDG 妍） 亠生物

3S齢3 侃 19荀 人両洋 一フロリダ沖 なし

44A 1975 正 大西洋西鄙 大原皿広（言油公団）掘削

｢PQD

395- 吻6 75-76 人西皿･II火海嶺 藤皿皿嗣（朿大船 曹石

3価 1976 人西洋中吏海嶺 四ｉ 博叫（金沢人）岩石

47A S鳫 1976 北 人西洋西部 なし

47B 3芻 琢76 ボル１ガル冲 なし

3凶一佃6 1鮓6 北 人丙画 加皿更英雄（皿大海洋呀）堆積

4屏-114 l沢6 レィ夲ャネズ海嶺 yJ皿 和男（東太庵洋研）物世

115-ij6 j屏6 人西洋モロッコ沖 回口一雄（東北大岩略）曹町

11? 跖 一贊 バート。－ダ海嶺 宇井忠哭（皿戸大理）岩石

117-ij8 1屏7 バ ーミ４－ダ海嶺 浜野戉7.（東大埋）葡性

118 1977 バー ミ。－ダ海嶺 なし

119-129 1977 皿太 平洋海聊 なし

4加一齠3 |屏7 夭鳥海心列 ・卜 泉 楕（阪人皿養）

ｉ 山俊昭和（金沢大戦薺）占ｉ 臉

か衢 長（東人理）& 晒磁気

4割祠38 |呎7 日本海溝 ゛岡田愽有（静岡人理）

酒井ａ三皿（夕岡曹人）古生物

碚＆411 1罸7 ｢|看海溝 ・奈碵紀索（東大洵雇畊）

氷皿栄一（地質調査听）皿墳

蘊剛換人皿（皿人海皿研）堆皿

佐藤俊二（石町公凧）石油化夕

442-446 77-78 四国 海盆 叺 皿海崩） ‘ 小皿和叫（朿大面雇妍）

水町篤卜 ひ也貿調査所）喰積

末卜 肇（千皿人皿）司地皿輿

447-451 1978 741j どｙ 陶哉 石井輝秋（東大海雇妍）岩石

茹2 一部1 197S マリアナ而涓 ‘ 上Ⅲ誠也（皿人地塁可）

巾村一叫（朿大地霆研）構造

4S 1978 チクル海盆 徳山哥一（皿大海洋研）岩言

4僞-i邨 1978 皿部太夕雇 藤井直之（神戸大痢）物覩

偽7-酊3 19?8 朿太平洋海晧 裏田次夫（|咄||人皿）卜 石

474-481 7F?9 力りフォル（ ７湾 なし

i 鯰一芻6 1979 力りフォルs7 湾 なし

4部-493 j93 中 恥海溝メキシコ 面妻ａ川（静回大垣）．り寸磁気

i 侃一胯0 ]&79 皿米 海將グアテマラ 志岐常正（友大瑰）堆積

SI

匯氾-闃3

JE79 ヵりプ海．皿太甲洋 なし

MM 一郭5 lm コスタリカ沖 卜 国俊夫（東大海洋研）吉地皿気

JAMSTEC IMfi? 銷10● 第２号（遥●旃3S母） ９



喩 訛
実施郊 海 域

鬥翊ｎ翦昌麗冖
叫
暝拓-510

1979 ガラパゴス商皿皿 唐戸峺一皿（皿人布洋研）物世

511-514 1勍0 南大西雇四皿 なし

5I&-518 1SO リオクラｙノ洶佃 なし

519-5M |喞 南人西洋中仙鵑 なし

525-529 jm ウォルピズ海嶺 なし

腿ひ･582 19卻 ゥォルピス海嶺東端 野面昌人0 翕質衂査所）鉱簡

5芻-S徊 19㈲ 大西雇西紀ｙａラ 加皿笑英雄〔皿人海雇研）堆積

叭苟一恥心 劭咽j メキシコ湾 木卜 蜃（千濤人皿）占晒磁皿

芻Ａ MI 一河3 1981 ylﾒﾚyf ド ス なし

?8B 崩 1脯| 大西画中皿海妲 なし

514-517 ISI モロ ッコ沖 なし

S19 一卜51 |始j ゴーバｙスプール 大皿謙一（静岡大蔔 堆皿

55訃555 j981 入西洋中央海嶺 なし

弱Ｆ５ｇ 1郭1 大西雇皿吏海嶺 なし

吶 S卜82 コ スタリカ沖 水・ 佰（千葉大刋）jl晒 齢古

M知-5扣 19鯰 皿米海溝グアテマラ 小111万ご.皿（九人理）堆積

571-575 1砲2 朿太甲皿古環境 斎藤常正QII 形人理）11,14物

576-S1 1皿S レ をッイー海彩 小泉 格（阪大皿 癨）古生物

宝来帰一（皿妝人）町性

S韶了桐 1脯2 南 淘トラ７・斤本海満 ・加賀更英皿（皿大海洋絣）

平 朝彦（高知大!i!) m

木 Ｆ 癩（千葉火理），1,地磁乱

町皿 勉 ぐ石町公団）石而化夕

皿回換太郎（皿人海雇听）晒皿

松本 瓜（皿大煦）堆畩

爾ｉａ明（静叫人理）S,地磁気

秋庸文雄（石而賈原）古生物

1兇2 北可太甲洋DARPA なし

4砲

一

l鯑2 ナゥル海盆 藤井gじ言（神戸大寸り 簡性

詞7嵋qi 82-心 南太彳洋 竹吋 政（窈山火可）堆曠

衂5-叫6 19砌 肉 太甲洋 なし

崗

堅卩 一闃2

19詞

19S

コスタリカ和 西谷皿篩（秋田人鉈）芒I地哇気

6芻 一甎嶌 1883 人西洋西紀･ﾉ ，ラ 岡村 皿（高知大同）古生物

6闃-61j l叫3 中 跚丁ﾋ大西洋古環境 高山良町（金沢大教養）卜佳.簡

6叫

611 嵋13

1始3

|四

冫ａ－ノい－ジ

Ｆラｙセクト

中町祐二（皿入理）化夕

6ji-6詞 j啝 ミシシ７ビ盜角州 石皿明男（東大海雇研）ｲl事

ODP

・ ｍ 19肺 メキソコ湾 なし

&笳 一回6 1衂5 バ･ヽ マ堆積 なし

1∂ JAMSTEC １９鴒年 第10 ● ・2 号（通●第3S 母）



？ 鉛
実施年 海 皿 EI本 人乗船者及び分μ1専 門分皿

( 所属は可佃町時のもの)

|吻 118 l－ 大西洋118A 再訪 なし

喞
脚 一叺| |鴨 ガリソフ大ＳＭ 隘部 笠原順Ξ.（啝人埆誤可）埔物

101 ｕ2-6 捐 1qS ノルウエー禰 なし

1弱 6翁-M7 19恥 パフィン湾とラブラドル洵 なし

106 例8-M9 19肺 大可洋中央海画 爾田次太（岡山入哩）岩石

山本清彦（東北人爬）地価

107 6SO-S6 1qe6 イレｓ７海 QI･I雇之（友大理）XI地 胼仙

艮谷川四皿 ぐ東北人圃）右生物

1叫 65卜 感銘 1魴6 西７フリカ沖 隗 政 １（筑波心同）皿椣

安ｌ 陪煢（高兔|入 理）古佳物

1卯 凋16 碚

弱1 嵋70

1脯6 大西用中央海皿 濱野限Ｒ（東大晒櫺研）地物・言晒晧気

蕕皿耿g （ 朿大地芻耐）岩石

110 酊1･676 |脯6 バルバドス冲 小川万一郎（九人哩）堆佃・構造

西皿甦三郎（宇蕚宮大枚倉）古生物

乱4

6?7-678

lm コ コ ス プ レ ー ト ‘ 酒皿 均（皿大海洋研）

木F ’ 県（r･皿人刋）地物

石塚皿男（高知人皿）岩石

縊田喟皿（東人海洋可）化夕

川皿皿高（地質調査所）化夕

112 6再-G88 j9匐 ペルー沖 山町 誠（皿入晒震妍）地簡・物蟀

茨畉雅于（静岡人理）古生.簡

113 磚り一磚7 19叭 ウェッデル海 iりｉr 翡（皿大地震胼）晒物・物匡

111 6韶-34 19酊 両人西雇とスｊソア海 なし

115 7昭一716 19町 セィｙエルと

マスカリン海盲

閊田尚武（山形人理）よ生物

胄 好犇（皿人理）岩石

116 717-?19 19町 べｙガル灣 天野一男（茨城大剛）堆磑

ぞI塚明男（丈人叫きｇ丶化夕

117 720-731 1魴7 インド洋正部とォーマy 沖 ・新が口明｛皿岡大患）

林田 明（同志卜 人r ）占晒磁気

高山俊川（金沢大教養）言生物

118 73F7 恥 1㈲7 南西イン ﾄ 雇゙海嶺 小沢司 ご（東太理）町石

木」||東 一（東大晒震研）古池胯勿

119 736リ16 87-韶 ケルゲルン海台と

ブJj7 ン再

晒卵更男（富111人翔）11」地磁気

l画 747-?51 |鯑8 ヶルゲルｙ海食 丸山皿川（皿北人教養）古生物

井［|時人（神尸人刋）古地皿乱

竹村厚司（京大埋）古生物

j21 752-788 |－ ブロークン・

皿経 如度海眦

１ 水貝策（心大向雇研）佃性

野村律夬（島根大友可）丁生笥

j22 沢辺-761 I&6 エタスマＸ洶台 尾田太良（而本大倉）LII‘q 物

伊匡 恊（千葉大霞養）堆皿

啣
癶沛-766

l瑚
フルゴ深海剱 小玉 人（佃知人理）元晒胼傴

石渡 咀（余沢人皿）岩石

121 7酊一冐l 鬩49 セレベス・ スル海盆 渋谷再俊（皈府大総合卜 学）ぶ地磁皿

121E ?黯一元7 19㈲ マIJ アナ 松岡<rj*i 海雇掘削（株））技町
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暼 詼
火施下 簡 域 11本人乗船者及び公担皿川分野

(所属は乗船当時のもの)

E25 778-7魴 |廃寸　　｜ ，り７ナ・小笠原函皿 前111寛和（神戸大回）岩石

心井皿狄（皿人海洋剛）卜 石

126 7877S |㈲9　1 回･ 小笠皿

｜

゛藤岡換人皿（東人海洋妍）

酉卜 町（晒皿乱査甬）堆積

淹保皿夫（東北大蟶）IE」’生物

小山皿人（静岡人政）卜 地磁気

皿崎和il （心根大政）堆暁

1認 7剥-797

一 一

7佃一叭廸

|卯9 |Ｈ本囘１　　　 ゛工木曁煩（眼人簡洋听）

小泉 抱（瓜人教養）lll生価
，,1--,, ，一

倉友皿一（丈人海洋晄）物性

lil卜 茂（東大地震暝）岩祐

13 19砲 11本洶11　　　 ’皿広 濛（ｉ 人耐洋耐）

濱皿用二（朿人回）EII地磁皿

松本 良（朿λ理）堆積
１
加蕕逧皿（金沢大霞養）15重物

1画 觝如一部2
一 一
㈲3一助7

98･90 東マリア♪洶盆 松回 可（圻可大教養）11」他価　　　　　　　　　　　｜

1匐 19呻 ォ ン１ン・ノノパ潟台
- 一一　 一
南海トラフ

高山俊昭（金沢人教筬），9生 物

イ8 1990 ・ 岬 朝彦（東大海雇妍）

山野 直（東大地ａ 妍）晒物

同格悛敬（東人海洋研）化夕

可藤ｌ 弘（陶上保女丿卜水路鴪），1」生物

一 一
財津IE.牋（Ei本海洋事画（棣））132　 ㈲a-810 19S

一 一
19圓

-
E跏

回豆可吭 ｙ ヤンキー洵笳

13a　8jl 哺26 グレー１バリアーリーフ 小西健一（金沢天理）窄皿　　　　 ｜

1お　　 ド7 ‘s バヌアツＸ八 皿谷中利昭（皿北人狸）岩il

狄π有濆（名I占££jfl)夕院短人）古生町

135 韵i了41 90-91 ラウ淘倉 西 弘嗣（山形大理）ll,生物

1馮 842･剖3　　　｜| 凶|　ｵｱﾌ 島沖 金穴敏彦（東人埋）地物

佃 丿郎QAMSTEC ）喰積

137 S04 政 闃4　1991　 卯iB 孔 なし

L芻 徊i 一卜女　1991 雨4疆人4･洋 卜 井雅人（東北人理），S4価

Ea sS 一卜郛

-
5面Ｂ 鬩4

181 ケｙ ンデノカ海爾 木下工高（姐海大海洋）地物

小|｛ﾖ各部（友大皿）丁地磁気

j40 1弱ﾖ 501B 孔 海野 迴（静岡人礫）¥;石

859-ag

一 一

9卜92 南 イり沖　　　 遅澤壮一（東北大理）匠暁

卓稲田Mj （乙油資源開発（株））ｲt夕

112 1992 朿太 恥洋而澎　　　 なし

143

勵-ro

一 一
沢知一㈲|

豺1-S匍

]992 四人 で洋　　　 野木義史（気象庁乱象研究所）地物

； 并廩瘧又（東北人理）堆植

114 1992 四太卜郛 0哢 久川（地皿調査所）地物

中西正ﾘj（皿人海洋絣），5地磁気

|弱 腿丿一肪7 1匆2 七 太卜洋 剛田 霞（皿大海洋呀）古地磁気

146 汳弼-㈲3 1992 オレゴン・バンクーバー沖 耳 皿一皿（東人漏滾研）物性

147 894･S5 竝 嵋3 ガ ラパゴス海＆

ヘスディープ

木川栄･-（地質調査皿）政地磁気　　　 ｜

荒工章可（金入人理）岩石

X2 JAMSTEC I 鱆e年 第10 ● 旃２号（ｉ 魯第旆号）



滲 識

一
一

肺4,8%

実施111 海 域 日本人乗佃者及び分１ 専門分野
(所畄は蠱舶雪時のもの)

148 iwa ｊ スタりヵ沖 ・恥卜 曹（痢人地震研）

石塚英男（高知大俚）岩石

宮卜純人（新潟大理）岩石

曝潭英卜（東大丿也霎听）物性

|韵 叨7-qa1 19S イベリア半島沖 金松敏也（東人海雇哨）占地画気

IS 郭2-9卯 19昭 ニ ュージャージート

トランセクト

万蕕文紀（晒皿調査所）窄擠

小町皿宏（千葉人理）堆積

907-913 19勍 阿画佃直一C 東大海洋哨）地積　　　　　　　　　　　 ｉ

佐潁畤孛（狄吐人鉱山）j,生物　　　 Ｉ

152 914-919 19勍

一 一

僞一例

根本皿樹（弘前火理）古生価

斉奮實篤（東大海洋研）堆積

陷「|;鴎 司（京大町）IIr‘地磁皿

153 9加４ 訟

冨井田清信（北大掫）廿石

151 925一昭9 |吋4

155 砌　 ７ マソy 扇状地 徐 咀（九人雇）佃性

七卜 人（元大理）堆積

156 947-919 1994 北 バルバドス海嶺 ・小|||勇 こ皿（筑波大地皿科学）

芦寿一皿（皿大大夕院理）冨性

157

｜

950嵋弱 19s 谷匚|更嗣（駒沢人高）堆皿

隅田まり（キール太海爾科夕 幻 堆積

1鴟 自57　　　　 ド

｜

人同江中火海耐

觝水鉱床

中村光一（地賀皿徇所）桷造

千葉 仁（九人雇）化夕

ｇ 崘英町（JAMST £C） オブザーバ一

衂 ｜　959-9屁 久Ⅲ飃一皿（筑波人池皿卜 学）堆積　　　　　　　　 ｜

森田ａ人（皿大人学院咄）物性

1印 99- 卵3 19鮖 地中海１　　　 １ 小泉 格ｕﾋ人前 古4物

坂本卮蔀ｕ匕人理）1,生物

161 艀4-979 |卯5 晒中海２ 鳥居雅之（京人肩）占地磁気

褊沢f 司 （都農大知）古生葡

162　　｜ 面7

19SO 咽豺

池原 哭（東人人夕院哩）化夕

玄 相民（東大人夕院哩）卮積

16S 9㈲一気扣 |四
南東グリーｙランド　　　　　｜ 凧田卜昭（乍都寸入農）古４叫

仲佐ゆかり（東大而雇妍）古池磁気

厂s |凶5 ガ スハィドレート ・松工 良（皿人大学院理）

岡田尚武（北人人学覩理）丁晒磁気

渡辺万夫（晒皿調査听）晒睹

佐藤幹夫（地質圃査所）物性

蚶陝右4 丶 士紬妣り

厂s |凶5 ガ スハィドレート ・松工 良（皿人大学院理）

岡田尚武（北人人学覩理）丁晒磁気

渡辺万夫（晒皿調査听）晒睹

佐藤幹夫（地質圃査所）物性

麝木義久（人阪教育大）古地繦気

165 9脯-1㈲2
-
|㈲3-10 叨

Ｓ 嵋6 カリブ洵 陷尾浩司（帝国石油（株））古生物

166 |価6 /し マヽ 堆 皿井兒作（地皿錣査所）堆皿

佐藤時か（秋田入鉱山）古俘町



皿施年 海 皿

16? 1り10-|叨2 1996 カリフォルニア沖 ’小泉 晧（北人雇）

多田隆治（姐人人夕院理）堆凧

丸山俊町（|［廓 大教養）乱/|.物

ttltl 明（III志 阯人理工夕剛）S,地磁気

山本正伸（地回調査所）卜xl 物

j耐 1023･|吻2 19％ フｙンノフカ海嶺

- 一 一
サーエッチ入りi］

并上皿行（Ｔ葉元回）化学

肖池 霓（東人人学院理）物性

1叨 Ｓ 1033-1 m 1996 許IF 瀘QAMSTEC ）オブザーバー

高1」|甕一 ぐJAMSTEC ）オブザーバー
一 一
石嶋純一心（朿人刋）化夕169 ISFLO 腿 1996 埋稙海幽２

13 ﾖ叨9-1a3 1996 コ ズタr7元皿

-
バルバドス皿加体

｀木村 甲（大瓜府尨人総合卜擘部）　　 ｀

茨木雅ｒ（静岡人:≪)  tilm

画松敏也（JAMSTEC ）111地磁乱

可藤皿篤（東大海洋哢）地物

171A |叫4-1048 Ｓ- 呎 徳永朋拝（皿大人夕碍｜）晒哲

所蘰実篤（朿人耐洋研）地物

171B j叫9-183

-
10馴-|闃4

1997 1 ブレ ーク海嶺　　　 ご田 皿（秋田太鉈卜 ），’,4価

｜ 中井皿美（Ｍ卜科y 心物畭）･り地画気

口2 197　 爾|爿朿岸沖

｜　　 大西雇四郎

皿川美而（簡人理｝堆積

岡卜| 友（茨城人丹り 政地磁乱

173 10肺-|屏0 1997 イベリア深海平皿

』匕太西洋東洫

高山哭屶（皿大大夕院哩）堆睹

阿郎なっ幻（朿・ 人皿）岩石

174A　1071-1073 19厦 ふ４－ジャージー沖

北人西洋酉陬

皿柳康一（口州人理）淮畩

小(. 地 皿洳査所）EII地磁乱

11－ 1郭7 大 西洋 松本 翊（JAMSTEC ）地 物

平町 聡（JAMSTEC ） オブザーバー

|乃 1997 叫 アフリカ西皿沖

函人西雇東皿

山崎敏嗣（地質眞査所）II,地磁 皿

本山 功（琉球人翔）Slx1,町　　　　　　　　　　　　

｜

＿_J

木川皿一（爾山人友皿）
』り地
画気

前回f 一皿（北大大i 院 理）物性

|跖 ３５Ｂ 1圃? 元７リカ・1冫和

南ィｙ ﾄ 坏゙ 西瓜

9? 一鷯 アフJJ力両し 池原 皿（正大低温研）化学

杉ill*］皿（名人皿）y,ｉ 物
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相模湾をしらべる一深海から

生まれた三浦半島

横須賀市
自然博物館 蟹江　康光
Yasumitsu KAN
IE

II 相 模 湾のシロウリガ イをしら ぺる，その２

１． シロウリガイ類化石

シロウリガ イ屑コミ ュニ テ４の遇去

化学合成動物群集（コ ミュニ ティ）の化石4j ， 筆者 か

調べた限り，ほとんど の場 合，炭酸塩のゴ ングIリーショ

ンを伴って見つか,つている。 わが国におけるシロウりガ

イR  Caly,μｏｇｕａ コ ミａ ニ ティの最占の化 石は少 な く

とも｜傭年前 のものである （饗江ほか，1996 ； 衷 －1 ）。

岡外からは， もっと古い地層 から の報告 もあるか，確認

はされていない。原生代の海匠は イオウ綱爾が関与した

還元環境 であ ったといわれいる。化学合成動物群集は，

光合成に依存する生物群集の発生以前に繁栄した，生 き

ている化石 と考え られている。 その研究は，太占の淘 の

化学組成 と生命現 象発生の一遇程を解明できるかもしれ

ないと期待されてい る。

2. 爾 関 東 の シ ロ ウ リ ガ イ 類 コ ミ ュ ニ テ ィ

（図 一1 ～9 ）

上 総 屬興　 柿 ノ 木 台層　0. ７ Ｍａ　 オ ウ ナガ イ属

Ｃ・ｌａ・ｃ・鈿 な ど が 炭 酸 塩 凝 灰 岩 ・ 覡 灰 岩 に 臨 集

（柴崎・間叺1997: 馬 場 ，199C ）;小 柴層|｡ ５Ｍａ 露

頭 の上郷では ツキガイモド キ属 £lgiXissxy・（・ｓｃみagae

な ど が炭酸塩 で闘結され銅 斗状に密集するか， 下郎は砂

質 翩灰 岩に 散 在 し た産状 を 示 し てい た（館 一間嶋｡

1998 ； 図 一4 ）； 野口 層　 】｡,7 Ma　 ツ キ ガ イモ ド キ

£vein  oma ・ キ ヌ ジ サ メ ザ ン シ ョ ウ ガ イ モ ド キ ー

ａ ａｓ171111j》ida・ ヤ スりツノガ イDentatium な ど の化 石

y6

略 歴

1941年　名古屋市に生まれる

1964年　横浜国立大学学芸学部地学科卒

1967年　横須賀市博物館（現在の横須賀市自

然博物館）学芸員　現在に至る

1975年　理学博士（九州大学）

圜－1- そ濾～ｇ総地袈とその周辺海域における現生・化石

化乍合成勦勧コミ。ニチイの纜出墻点。現生羈○：

シロウリガイ属Qlj 妙a哺ｌｓｇ. 口 ＝スエヒロキヌタ

レガイ属Acharcx. 化 石嘴●：Caiyptogtna,  ■：

ｊｄ蚶ｆ竈ｘ/スエヒロキヌタレガイ属・Ｓｏ鈿･ 芦 属。

Ill:初 島ft. SK ：椙楔洵丘，０Ｂ：沖ノ111毟，BP:

房総亊鳥東沖。Ｍｋ：二崎膕，Ｈｙ：葉山屋，Ｕｒ：瀰

郷膕，Nj: 野島驥.lk: 池 了屑. Ｋｓ: 小柴髑，SI:

白閨推鰄，Ａｏ：斉木山矗i. Kr: 黒滝鰄，Ｘｋ：肺ノ

木台屋，Ｎａ：名洗湎

がシルト岩にはさまれた砂岩眉からａ した（横 浜化石研

究 会, 1993 ； 図 一3 ）； 野 鳥 縅　 １．９～1. ８ Ma

Ｑ Ｉ渉扣gnlj が舒 竊7岩 巾に直し， 殼 は溶け ていることが

多 か った(Shikama  &  Masujiraa,  1969)  ;名 他 ●1.9

～1.6  Ma　 凝 灰 岩（Ｏｚaki，1958 ）； 濡 卿 喘　2.0  Ma

Calyptogena が凝 灰岩に産し， 殼 は溶けていることが多

か･, た(Niitsuraa ｅt al.，1989 ）；鳳竃屬2. ０Ｍａ 鍛灰

JAMSTEC 199e 年 蝌10 魯 第２号（還魯第38 号）



図 ２ 三滴｀r･島と呀総ｉ畠における化学合盜●臉コミュニ

ティの廛出屬準。●: ｃｓlyμ衂ｌｌａ シロウリガ イ

駲。■ ＝ｊｄｓｇ夕ｓ スヱヒ ロキヌ タレ ガ イ属 ・

ｓＩx・7・ｙlキ ヌタレガイ属（蟹江，1996 ）

図 一３ 瞋浜Ilj大 酒中 学 岐の 野 島駲 鷹 カ マ ク ラッ４ が･1 モド

キLuci･s｡ 附。 ㎞ 剔Ｇゐａ坩ＩsIs （la b1 オオ･ンキガ

イモド キ£sｄ･ ａ・s 祁glaS ＆1121， ヤ スり ツ ノガ イ

al 岬鈿ljｕ哨 μ 鳧苟・ 附ａ1131

岩（浅賀ほか, 1991)。

三涌層群 池子層4. ０Ｍａ 池了･麪のシロウリガイ類

JAMSTEC 199e 年 第io 眷 靹 ２号（通 巻第3e 号）

図一4 横浜市瀬上市民の森での小柴鰔化石の産状。水糸の

間艇は50 ｃｍ

化石は，０ｚaki(1958) がはじめて報告し, Shikama  &

Ｍａsｕjima(1969) が産状を詳細に慄ｇ･し，深海竸二枚目

の轟義を諞じた．逗子111池了地城における化石層の近代

的な調査結果は.1991 年( 逗子Ili歓介委Ｕ会編) と1993

年に次のようにまとめられた( 蟹江ほか，1993; 平llか，

1993)
≪･{x}
万年前の占相模洌にあった火山の裾野での海

底地すべりにまきこまれた水深｜.000m 付近の動物群

集は，海底谷を流れ下り水深2.(xxl～3,000m の深海で

スう ンプ( 海匠地すべり) 堆積勧となり，噺集したシロ

ウリガイ順の化石と池了一層の複雛な地質構造はこのよう

に し てつ く られ た( 図 一5，6)． シロ ウ リガ イ類

Caly･iptogena ２種の化石とこれに随伴する化石は， オウ

ナガ イｃｏｎｄ９α鈿d 匈ｌａｄａ， 才オッ キガ イ モド キ

Lucinoma spectabile. エソボラ贓品･piutiea sp^

フヤボラB!  Fusitrito.・ とワタソコシロフミガサモド キ

鰔jla滷狎ａｓｓ ｓｐ.である( 菅野，1993)．いずれの化石

種も．相模灣初闘沖に生息する狎と匙適し．産状 もよく

似ている．相模湾，初島沖の深海底は，IS問をかけてつ

くられた化石層か今つくられている様子を観察できる．

火験場である．

千恵屬群 白間津哂4､ｏＭａ 千介港南地域から人形

(殼長23 －２ｋ ｍ) のシロウリガイ愬２襌が礫層中にrl

″1ｼ状懸で産111した．両極とも新秤と考えられている( 笈

江ほか.1997 ；図 一7)．そのうちの｜挿は．間嶋(1992)

が野島崎から報告したシロウリガイ愬とIli】極である．

三浦屬駻 二崎IS  12  Ma 化石コミ，ニテ44j ， 二

崎咄 ﾄ 部゙の複雑な地貿構造のある石灰化した泥岩から．

多数のスエｔロキヌタレガイ04  Acharai の謄貝ととも

に見つかった( 蟹?.iljか.1991) ．

r7



図 一５　迴 了･ili池 Ｔ で の池Ｔ 膕 のシ ロ ウリ ガ イ顛

ca収丿匈靭ｇｓl入。

11謾湾トラフのシロウリガイＣ.ｓ05．ａ。のla掟 の

咀先と考えられている

3｡ 葉山層の化学合成助物コミュニティ

三浦1 ゛･島巾 火部，横須刊1111池 廴地域の葉山層（15Ma ，

蟹 江・浅見，1995 ） か ら化字合成細菌依作の化乍 合成 コ

ミ，ニ テ４が発見された。化石11 集は断晒 （当時の海底

の割 れ目と考えられる）に沿って分布する角礫町石灰 岩

と破砕され た泥岩中に存在してい た。 下flyのil 岩 か ら多

爛 の ダ イ オウ キ ヌ タ レ ガ イAcharax Xi ］Jeosukensis

（ 図 一8） と炭酸監岩が允見され.ilS の生 存状態 が その

ままll 石 とな った珍しいものであ る（関 一9）。 キヌ タレ

ガ イ瑣は海底 の表哂に生息するシロウリガ イ顛と翼な っ

て。海雌ｆ 】0～2X〕cnlの 泥巾 に埋没して生心してい るこ

とが明らかに され た（Ｋａｎｊｃ＆ Ｋｕralllochi,1995 ）。

石灰岩は。以 素同位体比か低いことから メタンをrl む

冷湧水起 源と考えられた。 チューブワーム化石の分 析結

果より， その生il 環 境・栄養状態は， イオウに関連 して

い たことを示 している。葉山肋 の徴化石は，石灰質 ナノ

プランクト ン・浮遵性有孔 虫・放散虫より求 められ， そ

の年lt は ｜,600 ～1,500 万 年 前である。 底生有孔虫化石

から 海底が|｡200 ～|｡600 m の 水 深 にあ っ たこ ともわ

かってきた。炭酸塩岩の分舟と断層帯 との関係は，相模

湾ij 鳥沖 の相模１ラフに11jす る陸棚剥而の麓付近 の海底

の棟 子に酷似しており，ここがlll斬|ltの プレ ート境 界に

起因する地貿構造帯であ･, た14 能 性 が謚測された。葉山

層を 堆積 させたトラフは。 プレー１沈み込み（断層 ）の

位置を礎えながら，いまの相模 卜うフと陸棚斜面の境界

付近 にまでな絞していると考えられる（槇須賀巾 文化財

調査報仁 溽｡29 吁，1995 ｛|り。

図 一６　 迴･frli 池 了 で の池r･ 駲 の シ ロウ ’Jガ イ垓

cｙ 卵鈿ｇｌsl の産状．

シロウリガイ類が醐峡賀炭酸塩岩や凝峡岩に密集

Ｌて疼し．シルト岩にも敵在Ｌていた

葉|｣ 』哂 か ら 宛 見 さ れ た 化 石 群 集 はj4c ゐuz rax

狎１ｅ５１ａａａ ５１５( Ｋａｎｉｅ ＆ Ｋｕｒａｍ ｏｃｈｉ.)995) ， フ キ ガ イ

モ ド キ £・ci・○笊ａａｃｌｌ凾ｓeg141, Ｃｏｎｃａｏｃｅ鈿di･4j 四 εla や

ス エ モ ノ ガ イ 科 の 新 鰔 新 種Wipponolhracia ｇ,･沺 ㎡ ｓ

(Kallie ＆Sakaj.1997) な ど のl 校 具 と エ ゾ バ イ 属 の 新

種 μ ゆl ｓ ｓ ｎ. ｓp. な ど の 巻 貝 な ど か ら構 成 さ れ ， 相 模

ト ラ フ の 沖 ノ|||堆 列 や 初g･S 沖 の 現 牛 コ ミ 。 ニ テ ィ に 類 似

し て い る( 渡 辺 ・ 介 持 ，1995) 。 こ の 化 石 剖 集 は 断 晒 蜃 に

沿 っ て 存 在 す る 粘| こ岩 ＆1源 の 角 礫 か ら な る 炭 酸 坦 岩 と 破

砕 さ れ た 黒 色 砧l: 岩･1』に 存 在 し た 。 新 酒 帯 内 の 炭 酸 塩冫;

に は キ ヌ タ レ ガ イ類 と チ ，－ ブ ワ ー 厶( 長 沼 ほ か.  199a)

な ど の 保 存 の 良 い 化 石 も 多 量 に さ ま れ て い た 。

葉 山 刑 か ら 発 見 さ れ た 軟 体 動 物 化 石 摺 は,  Acharax を

多 塵 し.  Caly･･plogena が 少 な い こ と で 特 徼 づ け ら れ る

(渡 辺 ・ 介 持 ，1995:fl 野 ・蟹il:｡1995) ， 棚 模 湾 の 人 陸

棚 斜 而 の 麗 付 近 の 中 部 漸 深 海 帯 の 泥 巾 に 生 息 す る シ ロ ウ

リ ガ イ を 主 と す る 化 学 介 成 コ ミ 。 ニ テ ィ や ， 遠 州 測 の ツ

y∂ JAMSTEC 19 恟 年 第10 笹 第２号（通巻第3S 号）



図 ・7　 ｌ゙.I,1町 リ ンら.･:|･iisi.rw､.･;ン::１‥1,’jl彳al･2 が Ｍ･（･眈,剴り!f･,ij opiJ :蟹,j :Ｍ･･， 19!I･;I

4･ が ４ モI･.･ 4･ や1･･ ｙj･ ガ ド･i を 泌,III!1､, リ 麪liりJ瞞I 戉か

I｣り ぶる． 狄 ．.11か ・199jl 凵 こよ む:.=， 化 学 介lj冫｣ ミi "

j･ ゼ とJI詞1 ･J る111COj･ 孔 圭 訓 りし こよ る:'I 水, 妲:l:1 部I濮･,ｌ

血･:;;ｼﾞ･･:I泥 り.201 卜 】，I;11D:IE;Jil･ 定. さむ ． り|糢j･ｙ:･y

口 り=; ガ イい.I レ ，… …… チQ゛J゙ 1･..Iに|..･袤.Iり:ご.･jｔ=j る

は しｙべ 穴1,1.さ れ た..･F･-  ■■/■}-り･ ぴ)lり: い=)牛i ？i;

ご|ﾐ 管 内･ぷ こ.･f･ か!  <S; 川.j6 か.ｊ.め.', ね た　j. れ

:,1.･ ﾀﾞ･
ｌ －
／リ ー－･,',ンｙll.ｎ ａ 埖 ・ 栄 ａ･MI 弓y, ｙヽx･･ 九･) 々

/し: 咄! 缸. ， で オ りj) 酸 化,Jも;.:こほtl･･j･る 代 糾 か ｈ･わ れ て

い た こ. 七を 小 嗄 レc' い る １長, ぶ･１か ．| 兜 冫

り こ．房 琵 Ｔ 島 の･lylll脯jlh)III 木゙jl やj ■: i h M ぷ: こ乱,k

れ る 炭 酸 鴆.11;14･6･),･1,･ﾒ｣,2r,n 草　･io  g,js･lｗ,II･11 4･し,l｡

1 !,|!JI:　a ，IQ･71.1 ？j ･.り ｊ　･.･ 必･js ｄ･･ か ６{ Ｋ･■ IH<･ ＆
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を 印｣ 怎し た1 ，･j'ﾉ! μ 磚jlli ぷμa; ぷ． 此 ろ, ｙ･■> ^>1"･破 を 瓜･
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ぴ)ﾖﾖｊ り･こｊ さ ら に, 欠い| 一部 渺詞 謡j･ヽ,ｌ 洵 帯 に 移･･,'J か.
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4. 日 本 各 地 の シ ロ ウ リ ガ イ 類 化 石 コ ミ ュ ニ

テ ィ( 表 一一1. 図 一10.11)

１ ぶI:j. 人　l: こj: こI:ｙ･ た よ う;こ． 日 本ajl わ) 珀 層 てI

シl｣.･ 厂 丿 力‘･り に. 二 ．に-II － を 豸,ｊ:. て い な こ れ らJ7

外 にｊ ，1‥てに ￥ く のiIJi究 ぶｔ･ こ.IJ: に ．い 一一jl fｼ μ゙リ| を

i!に･:. に い る か.rﾋ.･; て?! 戉･･ ｉ 
い･･ j･ ・ 61
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'|･1り)4,ﾝ)ﾝ>w, し か‥'ａ･･ ，た か ． 沍 Ｔ.;II'|･ 呎|‘i･:141!

白 皿 やiも･･･Ｊ, ｌ.I?:りIJk 動 物 劃ｌ を 兒 は･1･る こj. か て 冫 た

･:ｔ‘l.:Ｍ･.1!i!16;　f:l.I?: 冖IJ気･Ｍ 吻Xln､6= 〕なl fl咨Ｍ μi く と
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λ　 ｜ か･リ= ，:.,j 目･ 鳬 ・ 司 総II ゑ･ :j 地j,如 川ljl･.fり)jt! 冖
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図一６ 横須賀lli池上での葉|||屬内の断層から嚶出した

ｆ ，－ブワー厶の化石

図 一10 長野 以 四 賀 吋 赤怒 山 ｼ）゙別 属 湎 庁 ｒウ チ ム ラシ ロ ウ

リ ガ イI  Calyptogena  {Adutom ヌフ｝･ｃ力imuraensis

＜117 臾 ） と 「 シ ン カ イ ヒ バ リ ガ イ 属.Ｊ

ｊαxゐ戸ajjl 必lsaa ・㎡a･ss £s＜ 右 上 ＞

跡することか可能な壊滅である。これらの化石コミュ＝

タイは，現在の柑咬｝ラフの化学合成コミュニ夛，に連

続するufl 憺が強く，裂心各種の系統分類を考察するう

えでll 匐な７４－ ルド といえる。ISlnl軸のなかで｡ 】５

Ｍａと,ＩＭａに化学合成 二jミュニテ ゼの産出が集巾して

いるのは，海洋プレートの沈み込みに関連した肖時のテ

クトニクスの事変に関係していたのかもしれない。

2∂

図 一11 北 海辺小’卜町白亜紀セノマニ アンの中部蝦火屑群

４.化学介岐コミ･,４ 尹ヽ孑の生息環娩（蟹江ほか.

1996）

5. シロ ウ リガ イ 類 研 究 た め の 海 底 と 陸 地

フィールドの保全

化学合成コミュ乙ティの化石を含む地層を副べること

により。コミュニチ４の生且環境や地球科学的環境の過

去と現在の深海の情報を剥べることができる。

相襖灣で生きているシロウリガイが発見されたのは。

わずか13 年lnの1984 年のことであり，この年に潜水調

査船 ″しんかい2000_ がはじめて扣摸灣底を調査した成

巣である。化学合成コミュニテ４の愈義か解釈できるよ

うにな｡ たのは。ごく最近のことである。生きている化

石のミトコンドI;アＤＮＡ壇基配列Eこ駅づく分子系統解

析などから，化石の逓伝r･情報すら冫 みとることができ

るようになｰ｡てきた。
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良 一1 筆 者がＨ本各地で調査した化学合成動物コミ，ニチイの化石。Ｍａは100 万年前

三禰１島と房総￥脇の1μX)力～70 ヵ年前の地層に

は，過去から現在までのほぼ連続的なプレート塊界ので

きごとが記録されていて，相模湾の深海底が地枩のたぴ

に隆起し陸地とな っていった重要な愉報も得られてい

る。このようなフィールドは。逗子ili池子で化学合成動

物化石コミ，ニチイ(Ｍ －5) を含む地層の保存と研究で

話題となり， シロウリガイ研究のエポックとなった。横

須賀市池上の1,500 万年前の葉山屑でも化石の文化財調

査が行われたが，叫化石産地は共に土地造成11 業で破壊

されてしまった。相模湾でのシロウリガイ研究センター

は， 海洋科学技術センターによって設･7 され。世界の先

端を行く調介研究成火をうみだしたが。濠海から生まれ

た三浦拏島・房総半鳥の化学合成 コミ，ニテ ィが含まれ

るフィールドにシロウリガイ類の研究センターの設立が

待たれる。
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Extremophiles ’98 （極限環境

微生物国際会議）開催報告

（速報）

平 成10 年IJ ］18  LI { 凵 ） か ら22 1 」（ 木 ） の5 HI:;| ，

槁 浜 巾 の み な と み らい 咄| ）くに あ る バ シ フ ４ コ ・Ej コ ハ マ

国 瞭 会 議 セ ン タ ーに お い て． 極 限 越 岐 微 生 物 哨 究 に か か

わ るll! 界 最 人 の| 吋際 会 議 で あ る･ Ｅｘtrenlopllile ｓ ’98 （li

限 環 墳 徹 生 物| 吋際 会 駿 ， 議 長 ：掘 越 弘 毅 海 洋ｎ･ ？ 肢 律iセ

ン タ ー 深 海Ji 境 プ ロ グ ラ ム ・ グ ル ー プ リ ー ダ ー ）」が ．向

洋14 ？ 枝 術 セ ン タ ー 主 餤 ， 科 学 技14j 斤 岐 ぴ Ｈ 本 叫 団 の 後

槻 の も と で ，111 界33 ヶ閥 か ら約100 名 Ｃう ち 外lli 人 豹

130 名 ） の 参 力||を 偲 て ， 成 功 片 に 開 催 す る こ と が で き ま

し た ．

本 川 際 会 議 に お い てlj. 据 越 グ ル ー プ･; － ダ ー 及 ぴ 米

国 ・ ウ
　ッ
ズ ポ ー ル 海 洋 研 究･li の ヤ ナ 冫 ユh9 1j に よ る 特 別

講 演.20 】件 の 研 究 允 表（ う ち ポ ス タ ー 発 表116 件 ）岐 び

パ ネ ル デ ゼ ス カ･y シ ョ ンが 行 わ れ ， １ たj11 界 の 著 名 な 研

究 者 が 災 い ，1111‘.の 交 流 を 深 め る こ と が で き， 本 分 野 の

哨 究 の 発 展 に 介 心 義 か つ 多 人 な1‘1 献 を り え る こ と が で き

る と と も に ． 海 洋 科 学 技 術 セ ン タ ー に お い て推 雇 し て き

た 深 海 徹 生 物 研 究 の こ れ ま で ７ 年 間 の 成 果を 発 表 し て総

括 す る こ と が で き ま し た ．

JAM  ST EC 1998年 男10 巻 罵２号（通魯罵38 号）

フロンティア研究推進室　研究事業課

允表11 ，「遺丿云子及 び分子生物学 」「 タンパク賀の碚感･

及 び咄能。「生理学及 び代,凅|r 生態 学 及び多陳ﾔll ‾ゲ ノ

ムj ’jg壇 。の６つの ジャンルにお いて行われ，臨発な諞

富が交されました。 宛表され た研究,淪文のうち，乍な!，

のは以ドのとおり ですっ

・「火星の生命」について

近年，火星の衣Ｍにおける生命のむ:在の可能性はが定

されつつあるが，水の/μEが乱明され。海底下に熱水現

象の可能性が示唆され，そうした現象に生命が存在する

司能魅は否定できないことが示されました｡

・ 「 地下 生 物 圖」 に つ い て

地卜･Xlｼ物 圏 は地球 上で膿 も人きな体諮をIlj･め る生物圏

であり，新たな生物をＱい出 せるllJ脆 性 を秘め，生命の

起源・進化の解明に関 する人きなヒ ントかi!!ら れ ること

が示唆されまし たっ

2､?



・「ゲ ノム」について

今後，ゲノム生物学が次世代生物研究の中心となるこ

とが予測されており。現在世外中で極限徹生物のゲノム

解析が進められ。多大な成果が挙がっている（未知蛋白

質の有効利用の可能性など）ことが，本会議の発表から

伺えました。また，当センターにおいてもゲノム研究の

初期の成火について発及しました。

・海洋科予技術センターからはゲノム研究のほか圧

力/ 圧力生躍学として，好圧性細薗の遺伝子発現のメカ

ニ ズムが，いかに圧力囚子に制御されているかについ

て，また，高圧環境が生物にとりてどのような生理学的

な彫響を与えるかを調べ，新たな学問分野として「圧力

生理学」の推進を提唱し，内外の研究者から賛同が得ら

れました。
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また, パネルディスカ．シ．冫においては,「極剛環境

徼生物の将来」と騙し，掘越グループ19－ダーの進行に

より，米隗 ノルウＸ－，碑国，日本及びＥＣから著名な

研究者及び行政食により，有意義な意見交換を行うこと

ができました．その結繋．本分野は．宇宙の地球外生命

や地球深部の生命など生命の起源や生命機構の觧明に不

可欠な科学的21 篦が存在しているにもかかわらず，まだ

多くの縢題が残されていること．また，バイオテクノロ

ジーを活用した産業化へも多くの期待があること，さら

に，海洋の生態系や環嫡汚染，さらには新たな資源など

に対する徹生物の役割や活用の可能性があることなど，

極めて循要であり． 期待が高いことが示されました．ま

た，極・ 鳳境として海底下の超深度における徹生勧の生

存とこの生命機構の解明を進めるための濠海掘削船を用

いた『il靡的な研究プロジ，クトの意義とこれへの期符が

述べられました．

JAMSTEC 19 笥 年 第10 眷 第 ２母（ 丑●第3 皐号 ）



海外事情

1｡ は じめに

センターの海洋観測研究に関する

国際委貝会への参加活動について

海洋観測研究部 菱田　昌孝

センターは雌近の11覚 しい研究鳩動の宛Ｕ 及びセン

ター研究員・技術占の努力と柚進により，様々な国陬布

洋科伊研究計画及び委Ｕ会への嘖似的活動と参加か可能

となり，国際的に見て，海洋収測研究に関する本“1の心

味で の発展と信頼性の獲得ができる,y.場を築きｰ)-) あ

る。

2， 国内研究者の国際委員会への参加

向ii 地 球11 ？ 叫 連の川節ＩＵ 会への114 代 ぷに増山 さ

れ参駄jL てい る我がl啝) 研 究♂;の 例としてlj.||| 彫悛 劣

柬人教 授が Ｇ〔ｘ〕ｓyＧｃｏs ｏｏＩ'c 111. 花輪 公錯 啝｣ﾋ

人最 授がCLIVAR s ｓＧ(|)ｅｃｃＥＮ １１１冖) Ｉ Ｕ，才胄 敏

朗 名人教授がIGllP －JGoFs. 杉 本 肺｡成ｉ 人肖 洋硝教授

が1GBP  ~GLOBKC １ １１. 住lhF. 東 人 乱候セ ンター1114

が ｗｃＲＰ一亅ｓc 111. 安 城fi ゛｡筑 滅人教授か ＧＥｗＥｘ

耋11^S を 勤 めてい る。 こうし た各分野で蓍ｇ な11 学 占も

峨米に比 べると|･i際Ｉ Ｕ会への参加活動の経碵は比較 的

浅い 人が多い。

ま た烏刈良|ﾘIセ ンター嚠1:1( 海 洋観III研 究 袒“1:H'iH

4 海 洋学 会会長) は ，IAPs ｏ(IQ 際 洵 洋物円1学 連合)Mll

会 長 であり， セン ターの海洋観 測研 究を指19 し てい る

か，97 年 ６月に閧 饋されたIAlls ｏ ・ ＩＡＭＡs (lil際 気 象

学 ・人乱科学 協会)nl･･| 人 会に 参加し，IAllｓx) 執 行麗'lg

企に|| 本代 表とし て山鹿した。

なお. ＩＡＰｓｏ は海洋 物理学の梟,興 を|| 的 と し て２年

ごとに。戡ri 人以| この 世界の肖ii 研 究g･ か･ ９ に 企する

学術 シンポ ジウムを闊僖 廴ている。

JAMSTEC １９惆年 弟10 ● 第２号（●●ＩＳ 号〉
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3. 海 洋 奴 測 研究 都( セ ンタ ー) 研 究 者 の関 連 す

る国 際 委員 会 の位Ｉ 付 け

111 TIP: 無 略 大気海洋計百実行委員会(IG 圃 連)

ＴＩＰ はCLIVAK か 支援 し，末川海洋 人気斤( ＮＯＡＡ)

が 柵置するＴＡＯ ブ イjl･肖 を 順調に雛帖管理 するための

観測舳を宍lSiで 挫 供 するな ど，ＴＡ(りt 画 に協力する会

４ ． 現在 でlよ納 帯 人IRi洋 域 のPIRATA ，1･jシ ナ 淘の

SCSMEX ， 為 帯11q部 太･l'一洋 のＴＲＩＴＯＮ 等の計呻i推 進 も

jl議 し てい る。

{２ｊ GO  DAE: 世 界 淘洋データ同 化実碵(1 ～4G 関連)

】996SI･:12月 切 からj ¶φjさ れ たＧＯＤＡＥは衛jd と 裂場

観 測デ ータを り アルタイム乂lj 呷;り アル タイ厶で収集

し。 モデル改良 に役ｌ て，海洋人鄒･環 の完全な記述や予

節･Ilj 規 模 変鯒1｀溂に資 することを|| 的 とし. CEOS-

IGOS. ＧＯＯＳ,GCOS な ど の癶川際jl一両と関連し催進さ

れる。
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g31 ACSYS-SSG : 北極気候システム科学運曾金議

(3G 関連)

ACSYS －SSG は北極剞究に関する代友的な研究者か

441 SCOR －WG96: 海洋研究科学委員会（2G 関連）

御洋研究者の集合で国際JtSi推地母体であるSCOR

{53 GOOS-GSC : 世界海洋観測システム実行委員会

(1～5G 関連)

21 11!紀の海洋科学研究を促遭するとともに，海洋監視

システムを作る|吋連事業であるGOOS 計画において，

ら成る会議で，北極研究の計商立案・推進。 各種の国際

研究との調整を行い, WCRP ―JSC への助｡iを行う。

においてWG  96は，音波を利川した海洋観測システム

研究の有効性を検討するための作業委μ会である。

97 年6JI よりGSC は41学技術研究者と観測現１機関の

代表を加えてJ-GOOS  (科学岐術合同委員会）から衣

替えして誕生した。GOOS のプログラムやモジ。－ルの

検討を行う。

する海洋活動の推進調整を図るために発足した政府間雄

構で条約にＭづ き北緯30 度以北の北太平洋について而

洋科学調査の促進・調整と海洋情槻・データの収災交換

JAMSTEC 199 客年 罵10 巻 罵２号（通巻第3S 号）

IS）ＰＩＣＥＳ－ＷＧ９，WG13: 北太手洋淘洋科学機構作

裏委員会（２Ｇ，５Ｇ飃連）

PICES （北太平洋海洋科学機構）は漁業資源を中心と

2∂



の促還を行うよう各種の ＷＧを作り，Ｈ豕 米国。カナ

ダ，中国，ロシア，偉閥の参加により活働している。

ＷＧ９は亜寒帯太平洋モニタり冫グの観測手法・jl･画

作成. WG  13はJI 太平洋のＣＯ１循環と収 支について検

討する作１ 委員会である。

4｡　センター研究者の国際委員会への参加

海洋観測研究部では各分野の研究者が日本代表として

以下の咽際委員会に参加し。柚極的に活動している。

(II TIP  (TAO Implementation Ｐａｎｅｌ） 研究機関

代表：海洋観測研究部長 菱田昌孝

WMO  ( 世 外 訊象槻関 ）の推進する11!界 気候 嗔究 計画

(WCRP) の 一瓜 とし て. 1985 年 か ら10 年lllj実施 された

ＴＯＧＡ－ＴＡＯ（熱帯大気海洋計肖 ）の火行餐員会（TIP ）

研究機関代表として菱Ⅲ11 孝 が増山されｌ 加 してい る。

地球奴模 の気候変動は日本だけでなく県界的な陽1 事ヽ

で あ り， これに極 めて 人きな 貢 献を し てい るTAO-

Buoy の 維 符 管理に 米11q而 洋 大気 疔 太乎 洋環境 研 究丿両

（ＮＯＡＡ－ＰＭＥＬ）をは じめ。フランス，日本，台湾 等の

各国 が参加している。特に ヱル・ニーニｌ ， モンスーン

変動 予測に必 狐のこ のＴＩＰは1995111 か ら開 始され た鍬

候変動 予測計両（CLIVAR ） に 引き継がれている。

セ ンターは 日本の代 表的海汗 研究 機関と して新 たに

TRITON プ イ計画を推進しており，これはCLIVAR  flf

究 計 画に正式に認められた。96 年I 】月インドの ゴアで

開かれ たTIP に お い て，jU来 の Ｔ】P委口 であ った宗Ill 1

G ｔ 幹 から，新 たなＴＲＩＴＯＮ プ イ引一1肖火施 の ため全 員

‐ 致で承認され，菱Ⅲ に交替してい る。

（2） ＧＯＤＡＥ支援者会合委員：海洋観測研究部長 ・

田ｌ 孝

ＧＯＤＡＥ（ＧＩｏｂａｌ Ocean Data Assimilation Experi-

ｍｅｎt） は2003 ～2005 年に 実用化段階となる地球規 模の

海搾 データ同 化実験 であり．地球観測噺j11と現 場観 測の

デー タ利 用を 促進 する こ とから，日本 ではNASDA.

JAMSTEC の ほ か気象庁，海上保安庁．大学な ど研 究と

現業の双方の機関が関 与している．

すなわち97 年 ７月の仏(Martinique) で の準倒 会合

には日本からは前センター研究口 の三寺史夫及 び父 象研

蒻地研究ａ が参加し，98 年l j:l の豪 （Ｍｅｌｂｏｕｎｅ） での

第１回会合に は セ ンターの菱田 が ＧＯＤＡＥ 支援者 会合

委日として，気象研の葡地研究口 が科字運営委ｎ と して

JAMSTEC I 恥S 年 第10 ● 第２号（通巻第3S 号）

それぞれ参加している。 またNASDA, フロ ンテ ィアも

それぞれの 戉場からGODAE 会合の支扱と参加を行う

こととしている。

モデルと観測を結ぶ海洋データ同化は欧米が竸ってそ

の成果を挙げつつあるが，日本も海洋科学水準の向上を

Ｊ められ， 第２回会合は98 年７月６日～10 日に東京で

開航されることが満場一致で餓同された。

(3) ACSYS-SSG 委員：主任研究員( 叢３Ｇ主幹)

滝沢鑛梭

WCRP の北極気 候シ ステ ム研究 科学運営 委員会

(ＡＣＳＹＳ : Arctic Climate System) の第５回会議が96

年10 月コペンハーゲンで開かれ。専門家として招待さ

れ参加した菱田。滝沢はセンターのチ，クチ・ポーホー

ト海での北極海研究活動やブロンテ４７計両を紹介し，

菱用はＡＣＳＹＳ委員として滝沢3GHtt を推薦するよう

WCRP 議艮H.  Grassl 及びACSYS 議長Aagaard に要

91した。このACSYS-SSC において委口改選の驚議が

行われ。 センターの貢献が盟められた。日本代友として

滝沢は，97 年3JI のWCRP-JSC  (合同科字者会議) で

iE式承認された。ACSYS-SSG II. ＡＣＳＹＳの研究3t

襾立案・推進。各種の|司際的気杖変動研究 との調整，

WCRP ―JSC への助言を行うことを目的とし。滝沢の

任期は97 年4Jj から2000 年 】2 JI までであ る。構成委

員は米国，英11. カナダ，ドイツ，ノルウｘ－，ロシア，

|亅本などから12 名で，議員は新たに英閥 パトレー・セ

ンターのH.  Cadle が選出された。

(4) SC0R-WG9S 委員：２Ｇ主幹 中堅岩男

海洋研究科学委員会SCOR  (Scicnlific Committee

on Ocean Research) の下に。海洋町響トモグラフィー

やATOC などの音破を利用した海洋観測システム研究

の有用性検討のため，ワーキンググループ96 が91 年に

設置された。92年初夏に米国サンディエゴのスクリップ

ス海洋研究所で第１回 会合が闘催されたが，その席で

ATOC 計画が紹介され. WG96 かATOC の推遭機関と

なることが決まった。

続いて｡1993 年初夏にフランスの第２回会合で。」ﾋ太

平洋ATGC が進行中であることが刊告された。| 弱4 年

10Jj にハワイ島で第３回 会合が闘かれ, WG96 の報告

書を作成し. SCOR の匐委員会に提山した。

】996年3jl に タスマニアの第４回会合で，北太平洋

ＡＴＯＱ 』ﾋ極海音波伝搬試験１ の結繋が紹介され。 イン

ド洋ATOC 計両について討議した。

冫Z



(5) PICES ―WG13 委員：５Ｇ研覚員 村田Ｉ 彦

る。これまでの会合は，95 年８月米国，96 年９月カナダ

で開催され。構成委口は米閥，カナダ，中国，韓国，口

シア，日本（東北人 花略及び浅沼）から13 名，委口長

はBruse A.  Taft (PMEL) である。

PICES （Ｎｏrlh Pacific Marine Science Ｏrｇａｎｉｚａ･

tion) は 北 太平洋に閧する海洋環境， 陸城， 大気との相

互作用，地球規模 での父象と父候変動，生 態系と人間活

助等の科学的知 見を増大するための海洋科学調 査の促進

と調 轟。情 槻・ デー タの収 集 と交換 の促進を 目的 とし

て，只体的活動は各作業委員会（ＷＧ）か行 っている。

97 年10 月 韓 国 ソウルで開 かれた第６回総 会でⅢ ＣＯ２

１ｎ the North Pacific の シ ンポジウ ム開催｡12 ）ロ シアの

A.  Bychkov  (PICES 事務 局次長）か委員となり. CO, の

循 環・収 支を 検討する新 しいWG13 を 設 立す ることが

決定 された。 センターの村田研究員は114立環 境研の野尻

氏 とともに委口に桁名された。

5｡ まとめ

欧米に比べて歴史も洩く，少人歓の海洋研究者で構成

される日本の海洋科学界において，近年センターの海洋

観測研究活動は，これまでの地道な火績の積み瑣ねのも

と， フロ ンティアの闥始もあいま・て尚洋一気候変勤研

究のltt界で皿際的な注目を集め，様々なlji脚榻関から人

きな朗待を寄せられている。例えば3.4. で述べたよう

にセンター研究者が日本代表として認められ，いくつか

の海洋科学研究に屑する重要な国際委貝会への参加を爽

現してその心務を果たしているわけで，センターの海洋

科学の岡際?t会における椒利と兇言力は葡火に増大して

いる。

海洋観測研究についての予算は，その多くを･ －ヽドの

岐術閾発に往ぐだけでなく，少額で効果の大きい情報・

データを含めたソフトへの研究活動に振り1111ける必要が

ある。すなわち。学術雑誌への論文投稿。学会発友｡111

際委員会，シンポジウム・ワークシ。。プの開催をａ め

た国際研究活動への参加及びこれらを支える分剥金・事

加費，資料収集費への支出協力は研究者自らの火力を向

上させる国際海洋科学研究社会（コミａｓティ）からの

信髦と協力を得るために必製であり，また国際梅洋研究

計画に閔する発言力，影響及び指導力の展開， 換ａすれ

ばセンターか我が国の海洋地球科学研究の巾核研究機関

（ｃｏＥ）に成るために必要不可欠である。

（6） この外，むつ事務所研究主査の浅沼市男は. GSC

(GOOS Ｓtｅｅrｉｎｇ Committee) 委員及びPICES  (北太平

洋海洋科学機構) ―WG9 委員を豪務している。ＧＳＣ は

GOOS 叶両推進のための計両内容の検討などを行う委

Ｕ会で， 科学者と現業機関の代表により運営される。J

-GOOS  (科学技術委以会） はI-GOOS 全体公議が遒

める各モジ･,－ル及び関連観測に対して科学的及び枝術

的な面からの検討を加え，1 －Ｇ００Ｓ（政府間GOOS 委

員会）全体会議に報告してきた。94 年４月～97 年４月ま

で仏，米で４回開催さ扎 構成委員は米，英。 仏。日本

など各国から10 名及びI －ＧＯＯＳ，ＷＭ０，ICSU などの

代表で委員長はOtis Brown （マイアミ人学）である。

またPICES －ＷＧ９（亜凍帯太平洋 モニタリング作業

グループ）は. PICES の作楽グループの一つで。亜寒帯

太平洋のモニタリングの現状を調査し。この海域の効率

の良い観測手法，観測計画を探ることを目的としてい
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1｡ は じめに

仏日生態系シンポジウムに

参加して

海域開発・利用研究部　　岡本　峰雄

Mineo OKAMOTO

を閤催してきました．

今11jl，フランス側がホストとなり．夲成9sI;I ｕj511

～8 Ljの3 LIll!. パりにおいて･ 沿j;'海域の11朋ｆ洳|の

ためのそニタI;ングとそのr 一法卜 こ関する仏llシンポジ

ウムが1湖皷されました．海洋Ｈ･７技術センターからは|周

本岼緋と11114陳人の２名が招待を受け．日席の槻公を得

ました．ここでは． シンポジウムの内容，引き咬き行わ

れた閥荵 賻t2 会s ＥＡＭＥＲ の状況．そしてＩＦＲＥＭＥＲ

,訪問で知り得たフランスの沿岸海汗屆究の現況昔につい

て紹介します．

フラ ンスは 昔から海洋開 発に熱心 な閥 のひとつであ

り． また強烈な個性を持-) た人材 か活躍 できる附会的背

景を有していることもあり．多 くの先迴技術う}野 でパ イ

オニ アとな ，てll!界を リードＬてきま 廴た. ・ 占の専II'!

分野 の榊水枝術を例に とれば． ク スト ー氏はフ ク７ ラン

クを闘発し．洵洋馴 査船' カ リプソ｜りを駆使して．|咬

11j '沈 黙 のit!界j を:j じめ， サンゴ，ク ジｊ，海洋汚染

ほか様々なものを 対象に淘のjlt外の 啓蒙をi 』'･つて きま 廴

た．榊水介業のコメ･, ク ス社を造 ったドlj － ズ氏は深海

涓水のパ イオニアであり，水深326m の11!Ｗ最 深の商業

泗水 作 裏，水 犬を導 入 しての実沌域 での520m 潜 水 実

験，榊水 シ ミュレ ータでの701m 潮 水 実験な どを火 現

し，さらにはスターリングェ ンジンを搭 敏して長則の潜

水と ダイバー作ｌ かnj 能な 人型|‘|航 式潮 水舶ザガを|;ll允

し ました． こうした活動1よすべ て．強力なりーターン７

プを発揮する人材と．産学民の強力な連携の もとに行わ

れてきました．

こうしたパイオニ ア国 であるフラ ンスも．現在はｲｊＭ

の影響で．研究 予算 の縮小を余辺なくされ．また樋究l ，

その|戉果がll‘liちlご閥民生活に還 元される項ll に 優先的に

配分されるなど．厳 しい状況とな っています， 例えば フ

ラ ン スll恥X 海 洋研究iff IFREMER の研 究 開 発も．従 来

９ 深海調査al 究 などの｢ 海 洋を匈｢る　 ような未知 のf11界

へ の挑戦といｰ, た テーマは倒休化 廴．!'沿 岸jl 埴 の 符続

的利川及 び保裏｣ が1{ 休 とな っていま･Ｇ

今まで，Ｈ 仏の沿1;!海 洋研･瓷 者ほ．あまり 人規模 では

あり ませんが，【爿や外学 財【ヽ ||な ど の 支榎を受け，l 凶･に

沿j;!環 境 のｌｉｌ や闘発に1間する セミナーやシンｊ ジウム

JAMSTEC 199e 年・10 巻 凱２号（通巻眺祠号）

2｡ 仏日シンポジウム

今ll』|の シンポジウ ムのF. 鍠 占はフランス海洋11 乍 爿'辿

介と仏ll 海 洋･？ 会で， それに 八` I』海洋研究所が協XJ する

形態 で．; 沿 岸海域の長期ｆ測 のための モニ タりｙ グと

そのｆ法｜を 嫖篦に開催されました． 幹･SIは． フラ ンＸ

写 真 一1　 シ ン ポジ ウ ム 会場 の･ ヽIリ 海 洋研 寛 所
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海洋科学 者連合の会長フミャー氏(CRNS 所属)、 仏Ｈ

海洋学会公14エノ･yク氏( ＩＦＲＥＭＥＲ 所属)． プレ スト

人学のデワルメ氏. 】FREME 】4-･Ｎａｎｌｅｓのガルガーニ

氏.1 ドＲＥＭＥＲ のＧ００Ｓ扣.冖者のグラース氏
 
 BRGM

のジェラルド糺l] 本側代表の.Ｅ業技律丿院III閥.1:ｌ 試験

･沂の|:嵋博|: 亠東衣人岸海洋研究甬の小松哨1:らでし

た．

シンポジウ ムはパリ海洋研究I両の人講卓を会場にし

て. 10 JJ 6 I]から811 までの3 LIll にかけて行われまし

た． このパI;海維研究所は．モナコの海洋恥物館に併設

されたそナコ海洋研究所の姉妹機剛であ･)、.li長はモナ

コ公閥のレーニエ人公です．

２－| ． シ ン ポ ジ ウ ム 参 加 者 等

ン ン ポ ジ ウ 厶 の 参 肋|?1･:j， フ ラ ン ス． 近 隣 諸一国 ，|| 本

を 介 わ せ て 約100 名 で． 便 川 尺;liは 哭211で 綾･ さ れ ま し

た っ

発 表 爿'の･ii 叫lj. フ ラ ン スでlj.IFREMER( フ ラ ン

ス| 小X 海 洋 研 究I 釿) ．ＣＮ ＲＳ( フ ラ ン スIQI 科･？ 哨 究 セ ン

タ ー3. Ｃｏrsｃ 人 学 ， バ リ 第 ２ 人 学 ， エ ー ス人 乍 ，･７ － 口

ン 人 学 ． 海 洋 研 究 哂 ． プ ル タ ー ニ ー 人 学.  CEDEM

(Ｃｅｎｌｅr ｄｃ Ｄroil el d･ Ｅｃ０１１０ｍｉｃ dc )ａ Ｍｅr) ，Ｎａｎtｅｓ 人

学 ． ＥＮＳＡＲ くKcolc Ｎａtｉｏｎａｌｃ Superieure Ajcroiio-

『ljｑｕc de Renncs 』，ボ ル ド ー 人 学 な ど で す. そ ９ ほ か の

川 で: ま， ポ ル ト ガ･ μ) Ａｖｅ;rｏ 人I？. モ ロ ー,コ のIbnou

Zolir 人 学 ． 力 づ･ダ の1.aba1 人 浮 ， ベ ル ギ ー のI; － ジ ェ

人 学.UClll, な ど の 研 究 占･が 参 加 し ， 欧 米 側 の 発 友 は ポ

ス タ ー を ａ め て40fl= で し た.

凵 本 惻 の 発 衣lj. 海 洋 耗 学 技 術 セ ン タ ー の| 圃本.Ili 島

ｓ) ほ か ． 東 人 海 洋 研 か ら ２ 名( 敬 称 略 ；小 松 ， 人 島) ． ．Ｌ

哭 技 術 院FI 国|･, 茎 技 蓼!i,試験11μ|; 嶋 〕．水 河7斤 養 Ｓ 研 究lii

C膈|||) ， 水 産 斤 南 内 向 区 水 屹2研 究 所( 本Fm ， 叫ill 人 ７:

Gli･良).4111 人 学C マ グ ヱ) ． 朿 淘 人 学CIIIHI) ， モ ン ペ

リ エ 雛 ２ 人 学( 内 Ｈ) ． 新 Ｈ 本 乱 象 向 汗冂111) の12 件 で

し た.

シ ン ポ ジ ウ ム'Sllj:1 而 域 の 長 期f 沺|の た め の モ ニ タ リ

ン グ と そ のf 吐｣･g) 桾 成 は 次 の よ う で し た.

10 月6 11 (JD: 从jll講 演( フ ラ ン ス海 洋:吋.IFり1･連 介

会 長 フ ミャ ー 氏 ． 仏|| 海 祥･？ 公 企 長 エ ノ･y ク氏 ，|:

業 枝 術 院 中 川ll 裏 試 験I 沂 の|: 嶋 氏 ら) ， 沿j:? 海 域 の

臼r=;jと 汚 染 ．

10117H( 火) ：沿i い海 城 の 海 岸 浸 食.il･!i;1 海 域 の 咋

物 桁 標. ポ ス タ ー セ ッ シll ン ，

10 月 ８ 川( 水) ：沿 岸 海 域 の 愉 報 の 管 理!
≫

城 研

匐

写真一2 松 騎駐仏ll本川人便と11本惻代友との懇滴

左から:ll 嶋lli: ，嶝浦人叱 小松M 1:

写真一3 懇践余城ほ

左から:i:. 加蒻 一等が,;１１ｎ．ｘノ･,ク凹lj

写真一４ シンポジウムを終えてス皀
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究の社会・経済的効果。

なお， 公畿２日目の昼食は，講演会場のとなりのポス

ターセッシＳンの朋で立食にて行われました。その際，

松浦駐仏日本人使と加藤一等書記官 もご多忙のなか参加

され，会場は和やかな雰囲気のなかで，握り寿司を中心

としたメニ。－に，人いに盛り上がりました。なお加ｉ

咨記宵は科学技術庁から出向とのことで， フランスが，

「Ｈ本の年」を標語に盛り上がうていることを強凋 され

ていました。

2－Ｘ　 シンポジウムの話題

Ⅲ 基躙講潰

仏日シンポジウムの口頑に，主旨講演が行われまし

た。 その巾で。 フランスと日本における沿岸城 モニタリ

ングの研究・開宛プログラム，及び世外におりる沿岸嫉

モニタリングの研究・開発プログラムについて紹介があ

りました。 また， フランスにおける沿1;!域の環境と開宛

に対する政策，Ｈ本における政ｌ ，国際的な政策につい

ての発表がありました。日本側からは。破娘された所を

復元させるというアメリカ式のミチゲーシｌ ンの導入を

図 る方向で，各省庁間の政・ かまとめられつつあること

か報告されました。

（2） 沿摩海域の負荷と汚粂

このセ。シ。冫では，15 の研究報告がありました。陸

域から沿岸域への有倣化学勧質の侵入，沿岸生態系モデ

ルを川いた栄養増の変動などの報告が主体でした。 占島

は「船越灣の鍵騎漁鳩の畷境特性」というテーマで，人

工海暖を海洋観測ステージ。ンとして。船越湾の藻類生

且環塊の允友を行いました。 主題の船越湾の環境より

も，むしろ，人工海底の構造，アワピや魚の養殖施設と

しての有効性について興味が持たれました。

｛31 沿岸海域の論岸浸食

海岸線の浸食が劇的に進行している増所。その原因と

艮度を椎定するためのシミａレーシ。ンモデルなどにつ

いて，６件の発表がなされました。

（１ 沿岸海域の生物指標

本セッシ。ンは，沿岸海域変動をモニタりングするた

めには生物指標が必要不可欠との見地から16 件の闘蠢

提起かなされました。生物指標の似楠については，地蹄

余休を眺めた場合には。サンゴと藻増が最適との見解は

一致していました。また局ｉ 的には，多毛亂 魚類，ベ

ンストほか，地域を代表する生物を用いる試みか報告さ

れました。また生物指標そのものだけでなく。 閉鎖的，

ｔ閉鎖的内 湾における，生態系 モ５ 夕りンダ技術 の閼
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発，環境 の|り|復 の ための技術などに関 する研究 報告，議

論 も口 時に行われまし た。

岡 本は｡「 石西礁瑚におけるサ ンゴ礁分布の定饑化」と

い う テーマで， サンゴの分布・調 査技術，なら びに地球

垣墺変動に対する生物側の応答を知 る上 でのサ ンゴ分布

計測 の咀要性について発 表しました。 この話題は後の総

合討論で も論議のｔ 魎 となり，広域 のサ ンゴを衛麗両像

から モニ タリングするためのグラ ンドドルー ズデータと

し て。突際のサ ンゴ礁分布を 正確に把握する必要性が理

解されまし た。 また， サｙゴ圃が地陣環境変動を把握・

予知する ための爪要な指 標となり うる ことが会場の合意

で 確 認 さ れ ま し た。こ の ほ か. 1997 年 ９ 月 に１０Ｃ/

ＵＮＥＰ/ＩＵＣＮ で策定された ＧＣＲＭＮ （ＧＩｏｂａｌ Coral

Reef Monitoring Ｎｅtｗｏrk: 地 球 規模のサ ンゴ礁 モニ

タリ ングネット ワ ーク）へ の参加 を強く 要請 さ れまし

た。

（51 沿 岸海域の情報の管理

ここでは。 各種 の沿岸海域の調在研究で得られた情報

を，い かに効果的かつ経済的に社会に還元すべきか，と

い う点に つい て７つの研究報告が行われました。現在，

先進的に行われているGIS （ 実 デー タを地形閃上に効果

的に表示する技術開発）についても。表示すること自体

に時間 （すなわち作成縦費）がかかりすぎ。その予算を

研究ｎ休につぎ込んだほうが火際的であるなど。問笳占

が指摘されまし た。

｛ｌ ポ スター

ここでは，生物を指標とした地中 海にお けるll 境 モニ

タリング システムに閥する報告，生熊 系モデルを ペース

にし た窒素循環などに関する愉報鍵供か行われました。

3. SEAMER

国 際 博 覧 会SEAMER （ Ｓａｌｏｎ International

Prx ）feｓsｉｏｎｎｅｌ Dc la Mer ｅt du LiUoral ） は ， 船 舶 ， 海

中 技 術 。 海 洋 観 測 な ど 海 洋 に か か わ る 最 先 端 技 術 に 閧 す

る 岬 覧 公 （ 見 本 市 ） で ， フ ラ ン ス で こ の 種 の も の は 初 め

て と の こ と で し た 。 パ リ エ ク ス ポ(Paris ARC des E ｘ･

positions.  Porte de Versaille) に て ，10 月 ８ 日 か ら11

日 に か け て 開 催 さ れ ま し た 。

会 場 に は,  Sogctram  tt やEDF  (Elcctricitc de

France) 社 な ど 多 数 の 企 業 が 出 展 示 し て 盛 況 で し た 。

さ ら に ，ＳＥＡＭ ＥＲ の 展 示 会 場 の 一 角 で ，「 ア ル ゴ ス シ

ス テ ム を 川 い た 海 洋 環 境 の 研 究 」，「 水 環 塊 と 環 境 問 題 に

関 す る 数 倣 モ デ ル の 紹 介 亠 「 沌 上 輸 送 の 新 た な る 試 み 」
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など，海洋にかかわる様々な分野での各種のセミナーが

闘催されました。この一環で仏日公開セミナーが開催さ

れました。

仏日公闘セミナーと。仏日シンポジウムでの討論の概

要を紹介する形式で開催されました。仏日海洋学会とし

て，どのような姿勢で淘洋にかかわる諮問題に取り組ん

でいるのかなどについて，日本畆 フランス側からそれ

ぞれ報告かなされました。また，日本とフランスの沿岸

域の環境問閣についてどのように研究を進めて行くべき

か，どのような政策をもりて両国が，環塊と闘兇，ある

いは環塊保全といった問題に立ち向かって行くのかが議

諞されました。

4｡IFREMER の研究助向

岡本は｡10 月９日の午後，海津科学技術センター企画

部の白井課長代理に同行してIFREMER 本郎の国 際共

同研究マネージャーのデロｙギ氏を訪悶しました。そこ

での話題は，日仏の研究協力の基本的な流れについてで

したが，その機会にIFREMER の研究の方向性に触れ

ることができました。

会談の途中, IFREMER の研究のプライオリティーに

ついての雑談がありました。筆者は，遇去の研究の流れ

に関する情報から，研究の中心は，深海研究や梅洋大循

環 など にあ るとば かり 考え てい まし た。ここ で，

IFREMER のアニａアルレポート の読み方を教えて も

らいました。わかうてみれば極めて単純で， 優先順位の

高い順に並べてあるとのことでした。

そうした見方をすると. IFREMER の研究の優先順位

は次のようになります。

Ａ. 沿岸環埴一沿庫生鵬系，汚染の状氛 沿岸海城のモ

ニタリングと修敏

Ｂ. 生物資源一資源の持続的管躍｡ 水産養殖と適切な管

理，生産物の効果的利用

Ｃ. 海洋を知る一海洋大循環の研究，海洋底の研究，深

海環境

Ｄ. 海洋工学と調轟研究施設

つまり，筆者のイメージしていた海洋工学や深海鬨査

研究などの，いわゆる「大型ハードウ，アの開兇やそれ

による未知への挑戦」といった分野はすでに遇去のもの

になりつつあることを知りました。今後の嬢兇的な人口

増加や地球環境の悪化など，地球環境のなかで人類がと

りうる規制や制御の方向性が緊急の課題となりているの

です。

j2

そのため，「海洋海城の適正な利用・管理そして持続

的生産力の維持のための研究」が第一優先となっていま

した。米国において，海洋研究の主題が沿岸環境つまり

沿岸生態系の保護・開兇へと移行しつつありますが，フ

ランスも全く同様の発想になっていることがわかりまし

た。

5｡ 日仏研究交流雑感

日仏研究交流のなかで雫者のかかわりはさほど良くは

ありません。最初のきうかけは，1994 年にニース大学で

開かれた「沿岸生態系の修復に関する仏日セミナー」へ

の， 東京人学海洋研究所資齦環境鵺門の杉本教授からの

参加要請でした。当時の筆者の沿岸生態系研究は海洋科

学技術センターの中ではマイナーな，受託・経常・共同

研究レベルのものでした。また突然の依榎で もあり，旅

費をセンターにお願いすることはできませんでした。休

暇をとって自費で参加する予定でしたが，幸い，本件を

御Ｓ 谷科学技術財団 の梅外派遣の対象として採用して頂

き。おかげさまで余裕をもウて参加することができまし

た。

この夢加により， フランスにおける藻鳩環境に対する

強力な取り組みを詳しく知ることがで きました。当時か

ら・ 者のグループでは，「グローバルな地球環境変助を

農場とサンゴを生物指標にして モニタリング・制御を

行っていこう」との呼びかけをしていましたが，この背

景を確認・弧化することができました。また，ニース大

学の メネッツ教 授，パ り大学 の プドレ スク 教授，

ＩＦＲＥＭＥＲのペルシャ一博士，その他，曝場研究の専門

家とじっくり論畿する機公が得られました。その後，

1995 年に，東京大学海洋研究断で「沿岸生態系の保護と

修復に閧する日仏セミナー」が開催され，筆者もサンゴ

磯劉査について発及しました。その際これらの人々も来

日し， セミナーの後。海洋科学技術センターの筆者らの

飽和潜水実験の状況の視察にも訪れました。

今回 のシンポジウムへの招待の背景は，これらの地道

な研究者間の実務的交流があります。筆者のプロジ４ク

ト研究のテーマは, 今まで20 年以上にわた･,て「飽和潜

水技術の開発亅でしたが。平成10 年度より「海洋生態系

変動機構の解明研究」として， 今までの潛水技術開発に

あわせ， サンゴ礁生態系研究に も参加できることになり

ました。筆者は科学技術振興調整費研究GRNS  (グロー

バル・リサーチ・ネット ワーク・システム）のなかで，

５年間にわたって，石ｉ 礁湖（石埴島と西表鳥の間にあ
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る日本髞大のサンゴ礁海域）の全域の兮ンゴ分布を調べ

てきました。平成 】o年度からの生態系研究の主対象が

この石西礁禳サンゴ礎を対象になり。感慨深いものかあ

ります。

次回 のシンポジウムは平成11 年２月に日本闘で闃催

される予定ですが，その主テーマの有力候補はパイ オイ

ンジケータ（生物詣標）です。筆者の石西礁瑚を対象に

した研究内容が広く認知された形となり。今までの研究

の指lal徃に誤りはなか,。たことに意を強くしました。
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なお，岡本，占島のパリ滞在中の費用一切は，フラン

ス海洋科学者連合と仏日海洋学会とに負担して頂きまし

た。未熟な我々を，研究者として暖かく迎えていただい

たことに凍謝いたします。また日本側代表の上嶋博士と

小松博士の周到な準備，そして仏日海洋学会事務局の西

川様の納力的なマネージメントには敬服いたしました。

平成11 年２月予定の日本でのシンポジウム闘催の火裂

を祈念し。感謝の憲を表します。



海からのたより

海のアンソロジー(24)

広鳥大学生物生産学部　　長 沼　　 毅

Takeshi NAGANUMA

地 球 の λ Υ を Ｌ め る 淘 か らS μ･t ぱ Ｍ 地IJ 鵬 で し か

な い 。 諸 人 陸 も 淘 に 浮 か ぷ 人 き な 島 々 で あ る 。 こ の

11!界!j 地 球 と い う 水 の 慂!11 に 人 小 さ ま ざ ま な 鳥 々 が

海 に 浮 か ぶ 「 多 心 洶11!WI で あ り 。 而 洋 史 観 と は 地

球 的 視 野 か ら 文 明 の 興 亡Iを 展91 す る 怒 史 観 で あ る 。

くr 文|ﾘl の 而 祥 史 観｡ 』よ り ）

つ い に 待91 の,11 が 出 ま し た 。･ 海 の フ ン ソ ロ ジ ーｌ で も

こ れ ま で に ‘洶 か ら 見 たEI 本 史 。 洵 か ら 眺 め た|!! Ｗ 史 ’

を テ ー マs ざＬ て き ま し た が 。 川 勝･li 人a: r 文11 の 向 洋 史

観 」 は そ れ を 鰻liWli に 押 し 出 し た グ ロ ー バ ル な 歴 史 理 ぶ

で す 。 こ の 理 論 の 討 子lj. 著 占 の,? 迴 を 倡 り る と こ う な

り ま す ：

近 代 は 了 ジ フ の 海 か ら 誕 生 し た 。 よ り11ﾓ 陏 に い え

ぼ 。 海 洋 ア ジ ア か ら の イ 冫 パ ク Ｈ こ刔 す る レ ス ポ ン

ｘ と し て ， 日 本 と ヨ ー ロ･｡ パ に 新 し い 文|りlが||;現 し

た　 こ れ か 本,11 を 霓 く テ ー ゼ で あ る 。

近 代 社 会 へ の 歩 み は ， 通ｉ･ ．ａ ｌ 社 公 か ら 】:業?1:

会 へ と い う 観 点 か ら と ら え ら れ て い る ‥一本,11 は こ の

常 識 に 挑 戦 す る 。

（「 文 明 の 海 洋 史 観 」 よ| 刀

こ こ でj･ う| 近 代 ； と は ，|14 でlj ’鎗|･i 鷦 以 降1 を｡

≡l一 口 ・ バ で は 近` 代ll! 界 シ ス テ ム （ 人1りT 経 済 圏 ） の

裟 同 期 以 降･ を 指 し て い ま す 。 つ ま り 。 ヨ ー ロ･y バ に お

け る 埋ｉ 革 Ｑ （ill（Iｕslrial r ｅｖ。）ｕlion ） はil:戸||剥り こお

け る 効 勉ｉ 命(industrious  revolution 】に111｀11L.|･|,i占’

は 外1;,】き と 内 向 き の 趣 い は あ れ.jll 洋 ７ ジ フ 経 済|剛 か ら

の 離 脱 と い う 共 通 の プ ロ セ ス で あ り 。 こ れ を 経 て 切 め て

･近 代 ’ を 迎 えi!1 た と い う こ と で す 。

東 南 ア ジ ア の ’豊 饒 の 洵･ が 近 代 社 会 の 原 点 に あ

る 。 ヨ ー ｕ ･｡ パ と|| 本 の 近 代 化 は。 朿 南 ア ジ ア の Ｑ

鐃 の 海 に 簾 ま る卩 人 な 物 産 複 合 へ の レ ス ポ ン ス で あ
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るc

（1’文明の向洋火観亅 より）

淘洋史観のもう一つのキー･ヌードは･･海洋ｙ ジｙｊで

す．巾川は ’南船北馬j とｊわれるように．|匈麕では海

外交易か盛んでした．特に．宋（鹵末）の時代には111海

貿易が活 発化し． インド汗はイｘう 厶商人かll 來する

･イ スラムの淘I でした．そして．宋を滅ばLx こ癶沼II扣）

時代に‘淘洋イスラム･ とI 海洋中Ila’が束南アジｙで

勒･介したのです．兀帝川lj 1300 年頃に1,;最人版図にil･

し． ユーラシｙ 人陸の両端を粘ぶllどにな･】まＬた．こ

の兀時代に．陸卜.承･．トリークと海|: ネ･．トワーク〔セ

ラミ７クi/― K〕がリンクし． ユーうシア人陸をめぐる

壮人な循環経路が完|戉したのです．

|･j洵航路ｕ･･･決して，陸路の哺勘的な 斤在ではな

かｰ）た． 曲海産の西事1や人:ltの陶磁の輸送は舶lllご

よ-jでこそllj能であり…

… 目l卜紀以降.IIIEilからlli方へ輸出される|咀,1,は．

しだいに絹から陶磁に変化したのである. とくにljl

海刊砧では叙jから陶磁への変化がは･, きりと見ら

れ． シルクロ ードは陶磴の辺（セう ミ･，クロ ード;

に変貌Ｌてい. たのである．

｛「洵のンルクｕ－ド史」より）

…｜｛ll｝.紀のすえころにIJ. 巾川からイラン・フラ

ブ方而までにいたる而域とそこを迴る洵ll ルート个

休が， モンゴル政旅の影響ドに人-jだことになる．

それはモンゴルによ．て．ユーうシフg】内陸111ｗと

海洋lltｗが完企にジ３インドしたことを,皀味した…

モンゴルは．人闥史JI:ぶじめて．陸と向の卜 人帝閥

とな･j た．

（「クビライの挑la」より）

ぷ代になると…元來は針路というような白球をもつ



「東洋」・「西洋」という」葉が海域名として用いら

れるようにな った･･･私 たちが聞きなれている「東

洋」・「西洋」という･ａ葉はモンゴルの時代に生み

出された冫1緊なのである。

『r鄭和の南海大迫1£』より）

つまり，淘洋アジアとは東洋（海洋中国）と丙洋（海

洋イスラム，後に海洋ヨーロ。パ）の山会う増所。いわ

ぱ「文明の十字路」で。現在の朿自制アジア地域に相当し

ます。当時の朿|簡アジアは「両料諸島」と３われていま

した。この香寥科や砂糖。木綿，絹などを求めて。ヨー

ロッパから大量の富（金銀）か東方に流れました。 もち

ろん，凵本からも，人量の金銀が海洋111国や海洋アジア

に流出しました。

しかし，史上最大の版閃を誇・ た兀帝国も11 1!!紀に

起こうた地球規襖の賢常気象により衰亡し。巾1墹地域は

巾華帝国・琴lにと。て代わられます。明は， 元の鳶商主

曩とは対照的に。農本主義を柱とし， 海外交易を制限し

ました。これはr 海禁亅 と呼ばれる鎖lilであり，中|蝴は

ユーラシアを殷にかけた海隆の大ネットワークから離脱

しました。その一方で， 第三代９帝（永楽帝）は111華秩

序の両編を目指し。海の県界にも明 の戚光を示すため，

史上最大級の人艦隊をアフリカ東岸まで派遣しました。

いわゆる「鄭和の人艦腺」です。それでもやはり，明の

政策は･ 淘への広がり’よりも‘陸の守りI が基本でし

た。

|偈海の怒濤を越えて派遣された二万七〇〇〇人の瓠

豚は。』ﾋ方からの圧力が強まるとともに人工衛星か

らも見える巨大な建蕗物「万!l!の長城」に吸収され

ていった。中･擧帝閥は世界秩序の鑰霆をめざす膨彊

の時代から， 球原からの圧力に対して守りを闘める

収斂の時代へと移っていったのである。

（「鄭和の南海大遠征」より）

明 の海禦敢策に俾い，日明貿Ｍにも制限が課せられ，

いわゆる「勘合貿易」が行われました。しかし，これが

木鯛や砂糖の国産化を促し，また。この時代（ｉ 町時代）

の日本における「醤油革命」のおか|ﾀで゙ 科理におlj る香

岑料の必変性 もなくなりました。一方，ヨーロッパも新

大陸の植民地で砂糖や綿花を生産し始めたので，「香料

戡島」への依存度が低くなりました。これか。海洋アジ

ア経祷圏からの離脱（鹿亜）ということです。これは，

巾世世界システムで隆盛をきわめた海洋アジアの衰退の

始まりを意味します。淘洋アジアが「文明の十字路」で

あったことから。中 世から近 世への移行に伴う梅洋アジ

アの衰退は「ｘ の悲劇」とも呼ばれています。
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東南アジアには。マレー半島を主軸とする四つの海

がある…ベンガル湾…インド洋…鹵シナ淘…ジャワ

淘…これら四つの海をつなぐｘ の中央交点に座す

るのかマラフカ海峡である。…かの有名なポルトガ

ル人，トメ・ピレスの言葉「マラ。カの支配者は

ヴｘネツ４７の喉元を抑える」は広く知られる。

…マラッカの繁栄は，建11以来わずか一世紀そこそ

こで，突如。 強盗のように現われたポルトガルの軍

事力によって失墜させられた。

（「日本の近世|J 」ｉ 収「東南アジア近 胯の開始」よ

り）

さて，「海洋史観」に返りましょう。歴史を海から眺め

るとこう見えるという例を。 まず， ヨーロッパ史で確か

めてみましょう。

第一に，古代の成立くヘロドト ス・テーゼ）。申皀

の成立（ピレンヌ・テーゼ）。近世の成立（フローテ

ル・テーゼ）といういずれの歴史的・ 期にも，海の

役割か決定的であ･｡ たことである。ヨーロ。パとは

何かを読み解く観座は， ヨーロ。パ臈と第二にイス

ラム鬩とからなる時空闘を，海洋支配をめぐりて拮

抗するダイ ナミックな一つの文明空間としてとらえ

うるということである。

（「文明 の海洋史観」「淘から見た歴史」より）

「歴史の父」と呼ぱれるヘロドトスは，アテ ネ対ペルシ

アのサラミスの海職（紀元前480 ）を描いて, 地中海東郎

にヨーロッパの葫膓が成 霆したことを記しました。そも

そもヨーロッパという名称は，海洋民族フｘニキア人の

王女エウロペを ギリシア人か掠奪したことに巾来するの

ですから。その起源から海との縁が深いと言えます。

20 世紀曲半の仰人な歴史家ピレンヌは，古代から巾1!!

への転換を地巾海における痢権の移行。すなわちｒロー

マの湖」から「イスラムの瑚水」への遷移と読み取りま

した。

そして｡2011! 紀後半の偉大な歴史家ブローデルは｡11』

世から近世への転換点をキリスト教徒ｖｓ.イスラム教徒

の「レパ冫卜の海戦」（1571）に置いています。この戦い

において地中海は再び「ヨーロッパの湖」になりました。

世界史はさらに大洋をめぐる覇権争いの時代に突人し

ます。近世幕開けの大航海時代とは，当時「イスラムの

海」だうたイｙド洋におけるヨーロッパ覇権の確iy過程

であり，近代史・現代史は人西洋をめぐるヨ ーロッパ

ｖｓ.アメリカの覇権争いと見ることもできます。そして，

21 世紀は太平洋の時代とも言われますが，この歴史舞台

にどの岡が， どのような役を演じるのでしょうか？
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日本史も，海からの視点で眺めると，時代の上げ潮・

下げ潮がよく分かります。それは，対外政策に熟心な時

代があり，それが高じて海外進出をすると負けて撤退

し，内治優先の時代に入り安眠をむさぼる，それが外圧

で呼び覚まされるとまた外に出ていくというサイクルと

して理解することができそうです（「文明の海洋史観」）。

只体例を拳げますと，「自村江の戦」（603 ）で敗戦した

後，大化の改新（645）で国内政治制度を確立し，平安の

国風文化を膏てました。この平安の眠りは元寇(1274,

1281）という外圧で覚まされ，以絳，倭寇（海洋日本人）

が海洋アジアに進出しました。このクライマ フクスは豊

臣秀吉の朝鮮出兵（1592，1597 ）での敗峨で，日本は鎖

国時代に入りました。しかし，「黒船」という外圧によ・

て開国を迫られた後，日本は懲りずに大陸アジアに遒出

し。 またまた手痛い敗戦を被りました(1945) 。 その後

は，ご存じのように高度経済成艮から安定成艮という国

内経済の充実期です。今度はどんな外圧が訪れ，どのよ

うな対外展開をするのでしょうか？

ちなみに「文明の海洋史観」という書名には. 1957 年

に梅棹忠大が発表した「文明 の生態史観」が意識されて

います。生熊史観とは，ヨーロッパに根強い直線的な進

歩史観（アジア的→占代的一封建的→近代的）に対抗し

て唱えられた，同時多発・並行進化的な史観と言えま

しょう。つまり，ヨーロ フパ文明も日本文明 も元々は

ユーラシアの辺境であり，それゆえにユーラシア中央部

における帝国 の興亡に巻き込まれることなく，各々独自

の文化を発展させ， 高度な文明社会の形成に至ることが

で きたという理論です。これは，生態系の発違にたとえ

て，ある草原に林ができ。それが荒されることなく肓っ

て大森林（文明国 ）に至ったのがヨーロッパと日本であ

る，一方， ユーラシアの大半ではいつ も草原が荒されて

いるので森林ができないのだと説明 されます。「生態史

観」と呼ばれるのはこのためです。

陀燥地帯は忠魔の巣だ。…建設と破壊のたえざるく

りかえし。そこでは，一時はりっぱな社会をつくる

ことができて も，その内部矛盾がたまうてあたらし

い革命的展闘にい たるまで成熟するこ とかできな

いゆ

しかし…まさに西ヨ ーロッパで起こるようなこと

が，日本で も起こっただけである。
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（『文明の生態史観』より）

太平洋慨争の敗戦に打ちひしがれていた当時の知識潛

は，この圃齢に飛びつきました。 やはり日本はダメ国家

じゃないんだ，西洋に劣らない文明国 なんだ， という自

聹心をくすぐ。たのでしょう。 しかし。 櫑丿棹氏は「生態

史観」発表後，こんなことを言りてます。

「生態史観」は「べき」 の議論ではありません。･･･

「生態史観」に対して，「それでは， われわれはどう

すべきだというのであるか」とお悶いになる。…わ

たしは，日本の知識人の「べき」ごのみに， たじた

じとな･。たのであります。

『傍点原書；r文明の生鰹史観｡』より）

一方,「文明の海洋史観亅は対照的です。本の傴や本文

中にはこう耆いてあります。

戦後，讙も疑うことのなか。た陛地史観による盃

説に真っ向から撓み「太平洋文明の時代」に日本の

還むべき道を提示する。（傍点筆者）

かつて流通で優位をしめた海洋lll国かいまや日本

のあとを追うて，工業化を始めており，熾烈なフジ

ア間競争の時代を迎えている。日本は沌洋巾国 と銭

争しつつ も共存の透を探るべきであろう。（傍点笨

者）

「競争しつつ も共存」とは，何か当り前のことを言うて

いるようですが，こういう「べき亅 諞をllえる人は。 徇

椋氏によると「暴走の可能性をつねにはらむ現代文明社

会に対して，適度にはたらく詞動機の授をはたしている

…効果的なブレーキとしての知識人」だそうです。なる

ほど。それなら。来るべき太平洋時代も安心して迎えら

れそうです。

引 用 文 麒

|）「文●」の海洋史艫」川●甲太。中央公論杜

2）「布のシルクロード史」長澤和飯，中公新書

3）r クビライの挑取 モンゴル海上帝岡への還丿衫111正明。

惘Ｈ新聞社

4）「娜和の幽晦大遠征」宮鯛iE膀，申公新書

5）『ｕ本の近盻ll! 界史の･llのFI豕』憫ll吹弘 く編）。中

央公論社

6）『淘から見た歴史』川●￥太（留）。●原書店

7）『文●|の生息史観』掏掉忠夫，中公文庫



深海への旅（22）

その88　SEPR にあるKohei Site の由来

― Ridge Flux'97航海記（長男誕生記）－

（財）　電力中央研究所津 旨　 大 輔

Daisuke TSUMUNE

1997 年７月7 11 から8J ］1711 にかけて， 東太平洋中央洵膨の潜航調査に参加さ せて 頂きました。

南’|･s球で35 EI 間，しかも「 しんかい6500 」の乗船の機会がある，ということで私にとって初めてづく

しの記念すべき航海でありました。 そして， さらに記念すべきことに， 航海のちょうど中間となる８

月上旬に，長男の誕生予定になっていました。 乗船地であるタヒチに出発するまでは，航海凖■と出

産準備に追われて（妾に?i わせると私は航淘凖備のみらしいですが）。２つの楽しみと苫しみを|口1時に

味わっておりました。

いざ タヒチを出港すると， 荒人のため果たして今後の調査がで きるのか不安になっておりました。

しかし，海域に到着すると幸運にも人 候に恵 まれ， 順調に,側査が進んで行 きました。 あまり大きな声

では･ｊ えないのですが, 船のＥ メールを使わせてもらい!11帰り巾の妾とも連絡をとっておりました。

体調も順調なようで，安心して調査の 準備を進めることがで きました。航海中，聞かれてもいないの

に。船中で山産のことをしゃべっており， 親になる前から親ぱかぷりを発糾しておりましたが，皆様

に暖かい目で見守って罰いたのが，ありかたかったです。 赤澤さ んのお子さんが。 満航中にお生まれ

になったという話を闘いて， 私もそうなればいい記念になるのにな，と思いつつ潜航の［lを迎えまし

た。

当rl， ちゃんと装貿は作動するだろ うか， 潜航中 にトイレに行 きたくなったらどうしよう， 小はい

いけれど人は･･･などと，緊張感の ピークに逹して，心配 事ばかりが頭に浮かんでいました。心の奥底

には，もちろ ん妾と子供の心配 は忘 れていませんでしたが…。やはり緊 張していたのでしょう。「しん

かい6500 」の前で記念搬彫も終わり（ ミーハ ーなもので），見送ってくださっている方々に 手を振り，

さっそうと「しんかい」に乗り込もうとした時，「 パソコンは 凵 との地貿調介所の中村さんの声（中

村さんには。ほかにもいろいろとお 世話になりました）。そうなんです，外部のｃＴＤ のデー タを取り

込み， 採水■を作動させる船内設 置川のパソコン（私の潜航で･ 番巾要なもの）を忘 れたまま，潜航

しようとしていたのです。この話 はあ まり言いたくなかったのですが（東人海洋研の岡村さん撮彫の

ビデ オがこの一部始終をと らえています）， 一一瞬の弛緩の後さらに緊 張したことは言うまでもあり ま

せん。 乗り 込んで， パイロフトの小倉さんとコパイロットの飯島さんの落ち着いた姿を見て， 気を収

りla しました。そして，海底に符き，‥･1111に広がる一人スペクタクルを 見て，興奮状態になりました。



様々な深海生物の営み， 海底 から噴出 する熱水， 溶岩噴出の爪痕を残した海底地形など，まさに幻想

的な雰囲気が広がっていました。一瞬，本来の仕事を忘 れて，窓の 外に広がる風 景に 見とれていまし

た。 ビデ オで見た景色と。実際に肉眼で見た景色の違いが印 象的で した。人間の目の持つ情報収集能

力に感心するとともに， 有人潜水艇の意義を強く実感しました。 私の潜航はトレ ーサ実験のために，

機器の移動, 設置, 船内での ＣＴＤ モニタリング, 採水装置の作動を行う，と いう盛りだくさんなもの

でした。多少， 機器のトラブルもあり ましたが， 小倉さんと飯島さ んの 全面的な 協力のもとで，無事

終えることができました。 研究成果そのものよりも， 今後の研究において，得難い貴重な経験がで き

ました。少し 言い訳のように なってしまいましたが， 失敗なくして成 功はありえない。多少問 題は

あったものの， 有益な潜航だ ったと思っております。 潜航も終わり （トイレのことなどすっかり忘れ

ていました）， 浮上中飲んだコーヒーは実においしかったでず。 いろいろと無理 な要望 もあり ました

が, 無叩調査ができたのは, 井田司令, 今井副司令を初めと するチームの皆様のご理帆 ご 協力があっ

たからこそだと思っております。この場を借りて，再度， 感謝したいと思います。今後，今回の潜航

調在から発展させた調査を行いたいと考えております。潜航が終わるまでは，終 わってしまえば楽な

航海だと思っており ましたが， データ整理， クルーズレポート，分析と忙しいままでした。 心のゆと

りは取り 戻しましたが…。そうこうしているうちに，船時間で８月２口（日本時間で８月 ３［|の早

朝］，妻から，直接メールで（！）陣痛が始まったとの連絡を受け ました。陣痛に耐えながらメールを

打っている妾の姿を思い浮かべ，驚くとともにほっとしたものです。 その後しぱ らくして，イ ンマ ル

電 話で連絡をとると，男の子が無事生 まれたとの知らせを受けました。 うれしさより もほっとしたの

が正直な感想です。実感はいまだにあまりありません（11 月21 日執筆中にも）。男の子と聞 き，船に

乗る前から考えていた「航平」と名付けました。 この名前の由来は，私が太“平゛洋を “航”海中に

生まれたことにちなんで います。２レグに参加さ れた東大海洋研の石橋さんには，「子供が生まれた時

に父親がいなかったことを証明する名前だね」と£・1 して頂きました。 その日に， 首席研究口の浦辺

さんを初めとする皆様に開いて頂いた誕生記念パーティーは， 潜航とと もに人きな思い出となりまし

た。さて， いよいよ本題ですが，航平誕生のその日， 地質調査所の 西村さんの潜航があり，新しい熱

水活動を発見されました。西村さんのご好意で，この地域を，航平誕生にちなみ, Kohei  Siteと名付

けて頂きました。Kohei  Siteの写真まで頂き，大変感謝しております。このように, Rigde  Flux 航海

は私にとって非常に思い出深 い，記念すべ きものになり ました。 長男誕生にあたり，陸上では味わえ

ないほどの皆様のご好意を感じることもで きました。 航孚は現在３ヵ月 半で，元気に すくすく育って

おります。 いつ か， この航海の思い出を語ってあげたいと思います。最後に，このよ うな思い出深い

航海ができたことを。「なつしま」乗船の すべての皆様，本航海に引 きずりこ んで 頂いた電中研の下島

さん，一人で頑張って出産を行った妻 れい子に感謝します。

追記

このような文章を書いて，改めて航海での感動がよみがえってきました。この機会を与えて下さっ



た海洋科学技術センターの 藤岡主幹，ど うもあり がと うございます。

noaa/pmei Kevin  K. Roe

My  first dive was  on the Alvin. Dive  2441 in 1991. It  is remembered  the same  as the name  of

my  first girl friend, that is forever. 1  was  focuscd  on  what  I had  to do  and  Ihe enormity  of

falling (o the bottom  of the ocean  was  no! real to me  until the ocean  floor camc  into view. The

best  description is that il was  a spiritual experience. My  composure  was  regained  quickly, but

the  spiritual experience  has  never  left me.

On  the Alvin, it is a one  pilot, two  scientist crew.  I  have  had  four Alvin  dives, where  I was

always  the junior scientist My  first and  only dive on the "Shinkai  6500", Dive 253, was  the first

time  I got  to plan  my  own  dive. I  still see images  from  that dive  in my  sleep. Huge,  dead

shimneys  with  overhanging  flanges, galathcid  crabs  swimming  with  that unusual  pulsating

movement  and  the  search  for new  hydrothermal  venling  amongst  field after field of dead

chimneys  occupy  my  dreams.  You  look  hard  and  you  look  long. As  Carl Sagan  once  said

"absccnce  of evjdencc  is not evidence  of abscertcc". The  thrill of new  discovery  brings  us back

and  brings  us to this profession. We  made  new  discoveries  on Leg  II concerning  hydrothermal

evolution  and  it was  thrilling. Still. I hope  someday  to dive again  and  find that new  hydro-

thermal  field thai haunts  my  dreams.

二日続 きのうねり がようやく収 まった。

ベンド閧。 しんかいが潜航しはじめる。

海而が抜 けるように,ない。
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その89　Essay ―Trip to the Deep

その90　しんかいの灯



水深300m ， 外は漆照である。もう太陽の光も届かない。

なにも見えませんね。 照明を消そうか？

略くなった船内から外をみる。I‘f白 い光が見える。 允光バ クテリア達だ。

ふと，人 学に通う頃，山の中で 見上げた星を想い出した。

人学の近くに標鳥数100m 程度の|llがある。山の中腹に市内を･ 望できる場所がある。

夜，この山にぴる。麓の名刹から展91所まで数十分の逆のりである。

昼間歩きなれた道も夜には様相を変える。

思うように足取りが進まない。やっとの思いで目的地へたどり着く。

眼下に広がる市内の夜景が，今までの苫労を忘れさせる。

水深2.570  m、 しんかいが前照灯をつ けた。 まもなく海底である。

これからど んな 世界が映し出されるのであろ う。

その91　 マリアナ海溝のチャレンジャー海淵, 10,962 メートルと

10,938 メートル

・χχ。Ｕ ＳＵ　 本座　 栄一

それは。 どちらかというとあっけないものでした。 調査船が，今，マリアナ海溝の チャレンジャー

海淵という世界で最も深いところを通り過 ぎたところです。 コンピュ ーターが打ち出 した記録を画而

上に表示 していったところ，最も深いところが10,962 メ ートルと表示したのです。これが世界で最 も

深いところです。ほぼ北緯11 度，東経142 度，日本から太平洋をほぼ真っ直ぐに南下した亦道の少し

北， グア ム鳥の南西300 キロメ ートルのところ にあります。 まだ，1E 月気分のぬけない１川６冂に横

須賀を出港し，しけが続く日本近海での揺れに悩まされ，やっと穏やかな南に抜け出して，調査を繊

り返し，１月12 日の早朝３時｀li頃に通過しています。のこのことベッドから起きだし，眠い目をこす

りながら観測室に出かけていったところです。通過するといっても世界最深部の真11 を通過したので

はなく，その数キロメート ル南側を通過しています。 便利な装置が次々に開発されて， ある程度の幅

を掃くように探査でき，水深を測れる装置を積んでいます。この装置は，数キロメートルから10 キロ

メートルの橘 があ る筈深線で結果を出すことができます。 ある地点の水深を知 るには，それを後ほど

コンピューターで チ，ツクして値が分かります。従来の測深機で 水深が断 面図で出てく るのと印象が

違います。「ああ， そうで すか」と答えて属室に戻り ました。 この値は後に， 若い 女性研究者がコン



ピューターで チェックした結果，受信信 号の信頼性に欠け るということで， 信頼のおける深度は，三

箇所ある深まりの うち， 隣にある深まりで， 水深は10,938 メートルである， とのことでした。 した

がって。 世界でもっと も深 いところは，現在のところ水深10,938 メートルという結論になり ました。

以 前は， 音波を発振し，海底ではね返り，記録器に点 として現われ。 その繰り返しから記録紙の上に

断 面図 が描かれました。水深がどんどん浅くなり新しい海山が出て きたりすると， 皆が記録器の前に

集まって，「 どこまでのぼっていくのだろうか」「 きっと三日前に見つけた海山より人 きいよ」などと

わい わいやったもので す。海の調査がい き届かなかった。私の若い頃に山かけた訓査では，一つーつ

の発 見に感激していました。

そ れでもその感激は，昔，人航海時代に命をかけて大海原に乗り出した男たちに比べたら微々たる

ものでし ょう。 海原の果てには断崖があり， ごうごうと海水が流れ落ちる滝になっているなどと考え

られていた時代に， 人海原に命をかけて乗り出した強者たち，例えば，コロンブスが新人陸 を発見し

た時の感激や， クックがオーストラリアを発見したときの感激に比ぺたら，海山を発見した感激など

ものの数ではないでしょう。 しかしながら，最近は，この小さな感激を得ることも難しくなって きて

いるようです。 さる人学の先生が久しぶりに海洋調査に参加して「 すばらしい試料が海底から取 れた

というのに， 若い研究者がちっとも感激していない。どういうことだろう」とこぼ して いました。 確

かにそのとおりでした。 いい試料が海底から取れたというと，にこり と笑って そそくさと試料の 整理

にとりかかり， 感激している，という様子は， あまりみられませんで した。 その場 は一応「多分， 毎

日いい試料が取れて，感激するひまがなくなったのでしょう」と答え ましたが， それだ けで はな いよ

うです。 そういえば，私自身，感激することが少なくなっていること に気 が付 きました。いつも若い

大たちと一緒にいて感化されてしまったのでしょうか。そんなことはないでしょう。「人のせいに する

んではない」と，若い大たちに怒 られることでしょう。以前は， 調衣に出 かける機 会も少なく，やっ

と，その機会に恵まれて出かけた調査では，目 新しい結 果が次々と偲られたことは事実です。そ れだ

けに感激も人きいものでした。 そのようなグループ から輝かしい成果が出てい きました。若い大たち

も， きっと感激しているに違いありません。 子供たちを みて も「 トトロ」に感激してい ます。ただ，

その表現 方法が穏や かなのでしょう。 私の若 い頃 のよう に人 げさに感激 することがないだけなので

しょう。これは決して悪いことではないの かもしれません。大，満ち足りて紳士となる。 確かに，以

前の私と周りの大たちは，紳 士とはいえないものでした。失礼，少なくとも私に限 らせていただくと

してもですが。 考えてみますと， それでも結構 いろ いろ なことに感激 もしてい ます。 北 杜夫のドク

トルジバゴではないですが「お姫さま。 落城で す」などというテレビの画面ではらはら涙落していま

す。 これも歳をとったせいなので しょうか。 それと もまだ，精神年齢が若いということなのでしょう

か。

ところで，あ なたは，最近，どのようなことに感激さ れましたか。
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今回の「探梅への旅」シリーズには４つのエッセイが掲載されました。

まず，東太嘔洋附澎の潜航に関して３つのエ７セイが米ています。

最初の津旨さんのエッセイは航海中に艮外誕生という得難い縦験と妻や関係者に済まないという複雑なものです。海を研究し

ているとこのようなことがよく起こります。しかし心子の名前を呼ぷたぴにこの畤の鵬勣が呼び覚まされることでしょう。

２冊目はＲｏｅさんのエッセイで，今までアルビンに４回も潜航していてもいつも畊研究占で自分の思うようにやれなか・ た悔

しさがあります。しかし今回「しんかい65（X）」では初めて（実は２回目）自分で搬航でき，新しい発見のありたスリリングな航

海であったという感助が伝わって耒ます。

３番目のものは岡村さんのものです。披はＧＡＭＯＳという現場化学分听装置のお守りとそのデータの解听が仕事です。海岐の

世界が彼が通っていた大夕の夜ａを思わせるようです。吉田山によく立って憂さを晴らしたことでしょう。

最後のは「かいれい」でこの１月にマリアナ海溝を調童したときのものです。本座さんは久しぷりに舶に東って。奴測機器が

新しくなり若い研究占とわいわいやってa の`ことを思い出されたのでしょう。それにしても若1･の研究占や学生の感動のｌ いの

は気になります。

このコーナーでは「深海」に興味や関心を持つ人は誰でも参加してもらりて砧桝です。科学エフセイから。感想や将来の晟里

何でもけうこうです。原稿をお寄せ下さい。原稿は郵便でもフア７クスでもＥ－mail でも結構です。

連 絡 先

海 洋 科 字 技 術 セｙ タ ー 深海 研 究 郎

藤 岡 換 太 郎

Ｔｅｌ:

Ｆａｘ:

mail:
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トピックス

1｡ はじめに

対馬丸を探せ！

「対馬丸」調査チーム（研究担当理事）堀田　　宏

Hiroshi HOTTA

1944年，太平洋戦争の木期，劣勢の日本川は圧倒たる

戦力を誇る米軍に次第に追い込まれてきた。７月にはマ

リアナ砧島のサイパン島が住民 も巻き込まれた日本叩の

玉砕で陥落し，いよいよ最後の日本本土決戦の時が近づ

いてきた。その最初の戦川地は，沖縄となることを予想

した軍は，時の政府に沖縄本島を介む南西渚島から多く

の学嗔やお年寄りを九州や台湾に疎開させるように要請

した。学童疎開船「対馬丸」の悲劇は，このような時代

的背景のもとで起こった。

1944年８月21 日午後６時35 分，学嗔797 名を含む

|｡661 名の乗客を乗せて艮さ約136 メートル，6,754ト

ンの「対馬丸」は僚船２隻，護衛の軍艦２災とともに那

覇港を出港して行りた。この船には船長以下86 名の船

員が乗糾んでいた。翌22 日夜10 時15 分頃，トカラ群島

懸石島北丙沖を航行中の「対馬丸」は，米軍の潜水艦の

３発の魚山の攻撃を受けて間もなく水深約900 メートル

の海底に沈没し去った（図一1）。1,747 名の乗船者の中

で救助された人は,59 名の学童を含めてわずか239 名に

遇ぎなかった。738 名の学燉と770 名の一股蕀間者と乗

組11，合わせて1,508 名もの多くの方々が。戦印の犠牲

となって命を失･5たのである。

2｡ 「対馬丸」はどこに？

学童鱗開船「対馬丸」遡難者遺族会は，他の遺族会と

共催で33 【･.II忌にあたる1975 年に第一回「疎開船対馬丸

遡燬死没者海上慰霊祭」 を行った。 その位置は，「対馬

丸」の一等航海.I:による「対馬丸遭難概況棚木報告書」
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で船の沈没旭戉と推定されていたところであうた。とこ

ろが。その後沈没の推定位置がいくつか示され，それら

の位置の何処に本当に船が沈んでいるのか判断すること

は極めて難しくなったことから，1988年を最後に海上蝋

霊祭は巾断のやむなきにいたっていた。

1997 年Ｈ 刀は, 時あたかも「沖縄」が日本に返還され

て再び「沖縄県」となった年から25 年ｎのーつの節日で

もあり，あの悲刺から53 年目の年でもあ・ た。これを機

に鈴木宗男沖縄開発庁艮官は，谷埴禎一科学技術庁長官

に「対馬丸亅の沈没位置の確認を要請した。谷垣大臣は。

海洋科学技術センターか培ってきた深御調査技術に関す

る経験と知識と最新の深海調査・探在装置を使って，こ

の要請に応えることが山来るかどうか検討するよう当セ

ンターに指示した。

火はその年の１月から２月にかけて， われわれ海洋科

学技術センターは，運愉竹の要請を受けた科学技術庁か

らの依頼により， 冂丿早々時化の隠岐島沖の日本海で沈

没したロシアの老朽石油タンカー「ナホトカ」号を探索

し，海底にある船体を確認し， また石油の漏えい状況や

船体の破壊部分の観察も行ったばかりであった。 この火

績からこ のたびの要誚を受けるこ とになったのであろ

う。科学技術庁からのこの要請により，早速センター内

に研究川当珊1事を総括責任者としセンターの総力を挙げ

た「対馬丸亅 調査チームが編成され，探索・調轟の可能

性について検討を闘始した。

3｡ 「対馬丸」の沈没地点を確認できるか？

事件は何せS3 年も前のことである。当時の測位技術

上の剛界もあり。 しかも戦争11jのことで もあるので。ま

ず船の沈没位置を推定することが至燵の業である。前に
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図一1 「対馬丸」沈没推定淘域

も述べたように推定位置は［対馬丸］から．その派遣元

会社である日本郵船への電報による履後の位置報告やア

メりカ側の報告を合めて． ４カ1兎がいろいろな資料に記

録として残されていた．これらの位置は，最初の日本郵

船への電報による位置が極端に北に寄うているものを除

けぱ.29 度32 分，129 度30 分を中心におおよそ半径約

２キロメートルの範囲の巾におさまるものであ った． そ

してこの度，厚生省などがアメり力の公文咨餓の記録か

ら「対馬丸」を攻撃，撃沈させた潜水艦「ホープ４ン」

μ

り･の哨戚報告,’lを人手し，それを防衛lyの呷門家が觧听

した結 果。その位置を北緯29 度32.9 分，東経129 度

31A 分と算出した。この情報は当センターにもlX1え ら

れ，これが最も信頼性が高いものと思われたのでこの地

点を中心に探索・調査を逃めることとした（関一2）。

探案 一調在の手朋としては,「ナホトカ」りを探しあて

たときの例が既にあるのでそれにならって行うことにし

た。すなわち。第一段階では今年の春に就航したばかり

の最新鋭深海調査研究船「かいれい」に装備されている

JAMSTEC 19 勍 年 篤10 魯 旃２号（通魯第38 母）



図一2「対馬丸亅探索・調査海域

最も新しい「シービーム広域海底地形探査装置（マルチ

ナロー測深機）」によ･5て，まず一定の広い範囲にわたっ

て海底地形と海底の底質とを調査し，人工物体の可能性

があるものを探しだす。 もし，人工物体と思われるもの

があれば，次に「かいれい」に搭載されている無人探査

機「かいこう」のランチャーを海底付近に吊り降し，そ

れらの物体に接近してランチャーの『鉚』方探査（サイド

スキャｙ）ソーナー」によってそれらの勧体の形状をよ

り詳細に明らかにする。 もしも，その申に船体らしきも

のがあれば第二段階にうつり，支援母船「なつしま」で，

人間の目よりも感度の高い「 スーパーハープ」カラーテ

レビカメラを装備している無人探査機「ドルフィン３Ｋ」

JAMSTEC 199e 年 第10 ● 第２号（遍●第3s 母） 朽

を山動させる．その物体が確かに船体であることを臚２

できれば，次いで舶名や船体の特徴を禳かめることとし

た．調査淘域の広さは，先に述べた最も確度の高い北綽

29度32.9 分.東経129 度3 】.1分を中心に，おおよそ12 ’

キロメートル四方とした．なお．この海域は黒潮の流域

でもあり，曳航爾査は強い海流の影響を受けて，かなり

難航することか考えられた．

次に予想される船体の棟子であるが.「ナホトカ」号の

ようなrl然災古的な事故の場合には．船体の破壊や戡ｌ

の状況はかなり鍜られていて，はっきりしていることが

多いと思われるが，「対馬丸」の場合は．長さが136 メー

トル,輻約18 メー１ルもの大きさがあ・たとはｊえ，涓



図一3 圃衣沌域の晴密廊底地形図及び特異点

水繿によ る魚･Ili攻 撃を受けて沈没きせられた６のであ る

ので．船1本はll ｀?1な 鳩･,I;を 受 け．ばらぱ らに な. てい る

こと も| 一分に 考え られる．調内に先之-･ て． セ ンターの

喋ｕ が那ll で直接生存ａからその状況にｰ 〕いて謡をl司え

る韈２ か設けられ た. それらの,IIIﾐj･や 各 邨の,kl録 に よ れ

ば， そのことを示凌するよ うに船体lj 貞 ’.つに折れ て沈

λ でいｰ つたとか，舶体41 火 部付近でr･1煙 をF. げ ながら塚

発して沈んでいｰ, たと.l･う ものがあ･, た． し たが・ て，

船体:よ必ずし もそのままそ-J く りの形． 人きさで海底に

あ るとは限らない ことになり．初期の傑索・調 食がかな

り難しくなることがf 思 され た．
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また．沈没後53 年 ものJHI が たｰ, てい ることを 考え

ると海底にある船体に1ぶ赦セ ンチメ ートル程度の堆簡物

が降り積も ，て衣ji を 囑-J てい る ものと考えるべきであ

る．このjIII度 の 堆積物の被ｇ では，i°j･.･波に よる探索に対

しては彰響･1よあまり無いと 考えら れるが． むしろ次の段

隅のカメｊ での観察 では，Ｍたい り7 ］が11 ら れ ないとい

うかな り深剣な影響がある ものとも考え られる． ナ ホ

トカ」りの場介とlj 違-. たこ れらの難 い.･ 条fl=が あ ると

い うことを頑において．いよいよ探索 一調 西を|則始する

こととな-1 た5
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4｡ 音波を使って海底の様子を探る

平成９年12 月１Ｈ午後３時。大勢の人々の見送りを

受けながら深海調査研究船「かいれい」は，海洋糾学技

術センターの専用岸壁を出港し，トカラ群島悪石励沖合

の凋杳海域に向か・ た。冬季の海の航海は，北西からの

季節嵐とそれによる波の彫響を受けて思うようなスピー

ドか出せず，やや遅れ気味ながら12 月３日の午後 】時

頃に。調査海域に到着した。船が調轟海破に差し掛かる

と今まで降・ていた雨もあかり，なにかこの調査を待ち

望み，歓迎するかのように明るい陽光に照らされて人き

なｌ Ｌい虹が空をかざった。 直ちに船長以下の乗組口と

研究業務部長£1ﾄ の゙調査班によって，遭難者への慰・ 祭

を行ったのち探索 一副査を開始Ｌだ。

「かいれい」は, 約２キロメートルの測線間隅で朿内方



|;I]に ５ 測線｡14jjt ゐ･1*4に ６測線 のあらかじめ決められ て

いた渊楾に したがｰ, て，午後2･5'r 頃 か らマjレチナロー

測深櫁によ って海底地形と海底 からの反射波の艶度を測

りながら，走り始めた。 この|| は 徹夜で,xI飛 を 行い｡12

月4 1･lの 午li'｣2時 節 までにf 定 され たすべての測線の瀏

査を終え，111'｡ちに 財听の作ｉ に 人-, た。

5. 海 底 に 特 異点 を 発 見

1!μj れ たデータを もとに コンビ 。－ターによって筈深

線で示される海底地形閃(| 刺･･3) と 海 底をまるで航･令";

真 の ように示 す反qla12強1111QIとを 描かせ始めた。 やが て

|剌から北にl;,lか-j た 束経 】291t33.5 分 の測編 上の内 側

に。南Jb こ:1‘{鉤 状に紅 びる豹150 j － ト ルほどのく っき

りとした反剛波強ll の強い物 体があることがわかった。

亅ﾋで 反転した次 の測線 でもgj とん どII･11:位 武 にやはり強

い岐射かみられた。 その形状 といい，反射破強度 の強 さ

といい｡11j り のｉ･jll.に 丈らかい雌閇初に跼われた海底 の

楳r- と はﾖり|ら かに迴 う６のであｰ, た( 関 一4) ， ま た念 の

ために，尚底 瞋芯の断lfliを調 べることができる測濠槻 の

sI｣の ７ －ナーでこの特 火心の貞ll を 涌-, て み ると堆碵物

が整然と屑 捐芯をなす海底の ｈに，内・ の一部に強い反

射を 示 す約20 メ ー Ｆ ルの高さ の物1本であ る こと も分

か・ た。調６班は もちろん舶ll の4' べ て の人々lj 色め き

ｇ

図一5 加 人探ft*  Iかいこう．側方裸1°とソーナー:こよるａ冊映衂（Divdo ）

（束から西をＱる）
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たｰ,て．その|向兪に見人り，興奮しながらlj々に舶であ

るかどうか, 議粱した．`冖然この凋４結果からだけでu.

船であるかどうか結験の出るものではなか，た．した

か,1て. ゛1初決めておいた手顛とおりに. 12  J]･lllの吠

索・4'Jftは，このJｘ剔波強峻の ‾特火点｣ がどのような

形をしている1､のであるg】か，無人探轟鱧'Iかいこう＿

の側方探査ソーナーによ･,て確かめるべきであるという

ことにな. た。l,!通，この蜀一轍は出勤凾･の関係?1･に{11

えられ．訓介チームとしてのr 觧の11とに９時刈ぎから

｢かいこう. のソーナーによる,凋介が始ま-1た．

6. 特 異点は船 体か？

シーピー厶測深壥による探ｉ ・調査で11-功･-･ た特鷽

点のＲ.i癶は北緯29 度31.93 分， 東経129 度32,905} で，

米洵‘･|!潜水艦の報告によるlヽ 191からは山j･西へ約３キロ

メート ル離れた甬であるが．この広い海域の中で外にこ

のような特IJM点4jなか-3た．

'かいこう｣ による調介4よ．この特災立を中心にこれを

【川むような測楾でiliうこととした．まず．午前 】01s少L

li;jから．特呎点を柬に兇て約250 メートル内佩を|句から

北へI")かう訥｜副線にs･1-,てI皃嘔調 査を闘始した．やか

て特災点の冱くに来ると300 メート ル11111剽に佐いb4射

が現れ哂めたが．その映像iよすぐに100j －ト ルほども



図一6 「Iかいこう」側力･探 査ソーナーでi!1られたβ冐映鍬（Dive61 ）

（ 丙から東を見る）

朿に飛 びその後また||‘i諏 的に丙側に唳り，その先は｢ 廴

の字状につながり， そこで/ヽ夕と碆 わ ，てしま った。 こ

の映像からでは，人ll 物 であろ うとは･ａ え てもお世辞に

も船体であるとj' え るものではなかｰ, た。多分。このよ

うに のたく った映像にな ったのは，｢か いこう｣ が 曳航さ

れな から左右に振れたことによ るものと根定された。 ま

たこの第 １回11 の 曳航副 査|ごよｰ, て，｢か いこうＪｎ 身と

これを吊り 下ろすケーブルの流体祇抗がかなり大きいこ

ともあり。 曳航速度を １ノ･y1 程 度 の通 さとすると母船

｢ か いれい｣ が1111線 を 保って移動できるコー スは141か ら

Jt の 方向 廴かないことか明らかとなｰ｡ た。第21n 】目 は，

特異心を内に見るように約350 メ ー トjﾚ 東側 を通るよう

に曳航 した。今度は如何に も;'船 形.JIと,'1つて もいいよ

うなllo メ ートル確度のｰ-一塊りの反 身ヽ |の強い物体が記録

紙上に駁 れた〔Ｍ －5 〕。舶l; では， この闘辺には外に大

型の舶 が沈んでいるとの記録 もない ことから證 もが特賚

点はｌ であり。しか も｢ 対馬丸｣ であろ うと確f｣･し た 。

しかし，映像はll 送 トラブルの ためすぐにlj セ ンターへ

:よ届 かな か 。たので陸 上では判断 で きな かうた。調査

は，なお念 のため６う一度特 異点を。第 １回目と同じよ

うに丙側から 見てみることとな った。

第 ３回目:j ， 卵１回目より もやや姐い コー スで｢ か い

こうｊが振れ回らないように気をつけながら曳航を闘始

した。韵 異点の櫑に来ると，51g側 約 加0 メ ートルの|沂に

丸い船曜を 南にしてほぽ南北を|&】いてい るよ うに思われ

る艮さ約110 メ ー ト ル。高 さ約20 メ ー} ル の船体と思

われ る物体がく ，きり と映 しだされ た( 図 一6) 。 そ の

｢ 船 体｣ 巾 火郎にはl つ の高まり も見え，海底に映 ，た影

杤

を センターで|肉像処理をしてみると14 さは約130 ～140

メートルで，」ﾋ惻の船首と思われる部分の高さは．約15

メートルで．それはまさに ‾対馬丸_ の恥影そ・くりで

あｰ, た．とａうことは．船体はあまりばらばらに嫡れて

はいなかったと４うことである．

7. 海底で 発見され た船体は， 本当に 「対馬丸」

か？

この第１段胼の探索・調査で｝カラ群鳥悪石島の北西

約10 キロメートル, 水深約880 メートルの海底に「対馬

丸j と愆われる舶休があることを確かめ．そのことを発

表するとともに12 月７Ｈには ‾かいれいＪよ那翻港に入

り．遣族会の方々を初め関係の方々に６このことを梱告

した．これに完･冫.ち1211511 には，沖絢開允庁長官から

この調査結果を踏まえて．肖び科学技術庁長1’1にこの船

休が「対馬丸」であることをカメラによって最柊的に確

認するため凋査をできるだけ早急に行うよう依頼があ

り，海洋科学技術センターではこれを受けて．この度は

「ドルフィｙ３Ｋ」楝縦経験を待つ淘務課長を乗恥調査班

長に|riちに第２段陷の調介を行うことになった．

年次壑歯を日前に急に派遣されることになった無人探

査輹「ドルフ４ン３Ｋ」を乗せて，母船「なっしま．は，

奇しくも55 年 前不 がな太ｆ 洋戦争が始まった12 月８

日，午後４時， センターの岸壁を離れて再び，悪石島」ﾋ

丙沖の調査海域に向かった． もともと船脚の速くない

「なつしま」は.14 かい肌と波に悩まされながらも懸命に

走り，ようやく12 月11 日午後５時過ぎに双場海城に到

着した．直ちに花束などを捧げて.7 対馬丸」と運命をと
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図 一７ 特徴ある【4 洸射14郤

図 一８ 右舷船冖濶 の謠

図一9 船il･啖ll皀 のｆオりやそのドの丸窓

図一10 :對馬丸| の舳名

もに し，今 も海庭 に眠 る肩鴛者 の霊 の安ら ぎを祈 った

後，特 災点 の位 置を確認 するた めに付 近 の測 深を 行っ

た。特異点の貞17.を 束|明li北に| 一文I冫 に通 るよ うに岶を

走ら せたところ，そこには問達いなく，高さ約14 メ ート

ル。南北力|匈に約280 メ ー１ ルの範圃に わたって独立し

た高まりがあることが確認された。 この長さは，余りに

も艮すぎると思う方がおられると旭 うがご なつしま」の

測深欄ほIH 式 のものなので， きのビ ーム幅は広く，突起

物の約２倍の範囲にわ たｰつて反応か見られるのである。

これで準備は。穆わｰ, た。翌12 H. よ うやく無人探 査

機| ド ルフ ィン３Ｋ」によ る11 椥 確認の吻がきた。幸いな

ことに波の高さは1.5 メ ートル前後 と海況は比鮫的良 い

ゐ･である。・ ｜回 目は。| ’ドルフ４ン３Ｋ」 搭載のソー

ナーを使ってr 対 馬丸 と思われる柏体から30 メ ートル

ほどのやや艢れた距離を 保って船 体と周りの陣･,li勧 の有

魚などの状 況を良 く観察 し。蔔 休に安令に近づくことか

できるかどうか｛Ili察 し た。 その結 果，船休は船lllを 南 に

珊陌 ’を北にほとんどま 。すぐ南北に，ややIFqlこ簡 いて着

底している状況かは 。きりし た。 そこで午後からの第 ２

回月は，いよいよ最後の詰 めの潜航調 査とな った。 第 １

回目の調査で，「ドルフィン３Ｋ」の他ｉ 制御系のｰ一郎に

不調が?1ｼじ て応急処 置をし たこともあり。今後の凋我へ

の影脣が懸念された。 そこで第11alFI の 偵 察の耕 果を も

愉爪に検討 した結巣，|’ド ルフ ィン３Ｋ」は，「対馬丸 」で

あることを摧められるIIJ脆性 が最 も高い，鉤 徴のある北

惻の船|`’|’部に柬朝から接近 させることとした。

乍後１時29 分 。‾ドルフ４ン３Ｋ ．吊りF. げ 開始。｜時

33 分。着水。直 ちに潜航開始。午後2  #  15 分 。着底。細

かな泥に 攪われた紳かな海雌 である。水中 の懸澗物 も割

JAMSTEC 1998 年 挑IQ 眷 第２号（看巻第38 号）



図 一11 船ａ郎での写真撮彫位置

合少なく水も綺麗である。 ゆっくりと航走を開始。２時

29 分， 船影がうっすらと閥を通して見えてきた。「対馬

丸」型貨物船の特徴である直立船首が段々とはりきりし

てきた（図 一7）。 もうほとんど「対馬丸」であることは

間違いない。皆は，固唾を飮んで画面を食い入るように

見ている。 更にゆ･，くりと船 改に沿 って昇っていった。

２時30 分, 航行中の定位置にしっかりと固定されたまま

の船廿右舷の錨が確認された（図 一8）。そのまま舷側に

出た。手摺りが見え，その下に円窓が見える（図－9）。

まうたく「対馬丸」の写真や図面どおりの形であり，配

呎である。船竹倭から少し下へ下がり，再び船酋の方へ

移動して行 った。すると，「？丸？馬？對？　 對馬丸

だう！」まったく考えてもいなかったことである。「對馬

丸」の船名が黒･･ぽい船体の上に|日字体で右から左へ白

く，くっきりと鮮やかに残っていた！（図 一10），2 時33

分のことであった（図一11）。

深い海の底であまり錆もせず，泥に覆われることもな

く，しウかりと静かに横たわっている53 年ぷりに発見

された「對馬丸」の姿は，一種の戚厳をもりているよう

にも見え，多くの人々の感動を誘った。われわれ， 今回

の探索・糾査に携わった者一同は, 学童疎闘船「對馬丸」

で亡くな･・た大勢の方々のご冥福を祈り，現場を離れ

た。

われわれの今回の使命は終わりた。

JAMSTEC 19 膊年 第10 魯 第２夸（通巻第38 号）

8｡ おわりに

太陽の光が差し込まない深海は，暗黒で， 低温で。 高

圧のわれわれ人間にと。ては栃めて睾しい||!界である。

しかし，その下には私たちが住むこの地球の大郁分が隠

されているのであり，この深海の研究をないがしろにし

ては，地球を本当に理解することはできないのである。

梅洋科学技術センターは。設立問もない初期の頃から

深海の研究を進めるうえで必要な技術の開兇に取り組む

とともに。それらを使って自らも深海の研究に携わりて

きた。今回のわれわれに与えられた使命は。それらの技

術，鰹験，知識を生かした一種の応用問題であるが， そ

のような応用問題に対して応えることがで きたことは非

當な喜びであり，励みでもある。海津科学技術センター

の調査チームは，この努力に対して科学技術庁長官の大

臣特別友彰で労をねぎらって頂いた｡光栄なことである。

最後に｡「到馬丸」の遭難で 亡くなられた方々のご冥柵

を祈るとともに，「対馬丸」遺・ 者遺族会など閼ｉ の方々

のご努力に敬恵を表するものである。また，今回の探

索・調轟に際して，科学技術庁はじめ政府钁関の方々の

ご指尋。ご助言にもお礼を申し上げて，結びとしたい。

（なお，「対罵丸」週難の経緯などについては。 主とし

て「対馬丸」遭難者遺族会発行の「記録と証言 あａ

童疎開岶対罵丸」によ 。たことを付記する｡）

酊



用語解説

1998 年は「国際海洋年」

ユネスコＩＯＣ（政町間海洋学委は会）は1998 年にリ

スボンで海洋をテーマとした力114岬覧会が開催されるこ

とを機に19 叫 年を ’閥際海洋年」とすることをユネスコ

に要請した。 ユネスコからの提案が1991 年間催の閥連

総会で驚議され，1998 年を「閥際海洋年」(Internalion･

at Year of the Ｏｃｅａｎ）とすることが承認された。

国際海洋年の目的

1. 町限のｎ源としての海洋及ぴ沿1;1域に対する人々

の認識を高めること。

2. 各川政府から。行動を起こＬ，|･分な資源を提倶

し。海洋に対し相゛1の優先噸位を与えるという約束

を取り付けること。

3. 地嘩規嗅の学術協力を促すこと。

政府間 海洋学委員会(IOC Intergovernmental

Oceanographic Commission)

1956 年に日本の提唱で設置された!1際淘洋学諮悶委

口会の活動を引 き継ぎ，1961年にユネスコに扱iaされた

52

情報室

委員会。淘洋に関する科学的調介のための|司際プログラ

ムの推逖を「|的 としている。 現在， ｗＭｏ（世界気象機

構），uNEP （川際環境計l嵋 などと協yjし，地球環境変

動の予測をよりIE確なものとするため，Ｇ００s（11t外海

洋観測システム）の橘築を||詣し。さまざまな活動を屐

|孱 東京人今海洋研究所をはじめとする関係轌関が西太

平洋淘越における具|司研究・副杳のlll心的役割を火たす

とともに， 人材介成にも取り相んでいる。III‘くから海と

密接にかかわってきた日本は。|ｏｃ の活動に袙極的に参

加している。

ユネスコは「国際海洋年｡」の1ｼ専槻関として広報キッ

トを作成しているほか， ホー厶ページも閧いている。 海

洋教育パッケージの開允，海洋貫の制定。海洋に関する

出版計画も進められている。

1990 年| 司際識字年　1991 年 閥 際宇宙昨　1993 年

11!霏の先住瓜のlig際年　1994 sIE 国際家族年・閥際 ス

ポーツ年1995 年liq 際寛容111　1996年 貧困撲滅のた

めの|司原年1998 年 川際海洋年　1999 年 国煦ali齡老

年 （ユネスコ資料から）

JAMSTEC 1998 年 第10 巻 第２号（通毒誤38 号）



|編|集|後|記|

野や山には新芽が吹き出し，桜も咲いて新しい年度

が始まります。平成９年度駁後のrＪＡＭsＴＥｃ」をお

届けします。国際海洋年に当たる新年度の業務計画に

は「しんかい6500」のリスボン博への参加をはじめ多

くの国際海洋年にふさわしい計liiが盛り込まれるもの

と思います。

寄稿では，奈須先生の「海に魅せられて半11!紀」で

今回は深海棚削計画について掘削航海の状15＆ 掘削結

果の速報が掲載される雑誌の紹介，最近国内で刊行さ

れた図1!|の紹介など斯しい情報が盛り込まれていま

す｡「相模繭をしらべる亅では峻に残されているシロウ

リガイの化石を詳しく解説して頂きました。

研究紹介では１月にJAMSTEC 主催で盛人に開催

された極限環境微生物会議（横浜於）の様子をフロン

ティア研究推進室から速報的に報告しています。

海外１情では同際的な海洋製測研究活助に参加して

いる現状を海洋敏測研究部菱田祁長から報告していま

す。また,昨年10 月に海域開兇・利用研究部の岡本主

幹らが参加した仏日生態系シンポジウムについてレ

ポートしています。

海からのたよりでは広島大学の艮沼さんの「海のア

ンソロジー」,r深海への旅』ではしんかい6500 に乗船

され。航海中に艮男誕生の話題を轡いて下さった電中

研の津旨さん. NOAA のＲｏｅさん， 東人海洋研の岡

村さんの「しんかい6500」乗船記，ttt界最深脳の水深

から海洋調査の感動とロマンについて熊本人学の本座

さんのエッセイです。それぞれ航海の感動が伝わりて

きます。

トピックスでは「対馬丸」調食チームの総括責任者

であった堀旧理事が深海調査研究船「かいれい」及び

支扱母船「なつしま」によって火施した調査を詳細に

報告しています。本報告は肖重な沈船の探索貫科にな

ると思われます。用語解説では国際海洋年をとりあげ

ました。今年はこの川際海洋年の目的に沿って多くの

人々が海洋の認識を高められることを祈ります。

最後になりましたが，本号の発刊にあたりご執下・

JAMSTEC 19 軸 年 第10 魯 第２母（遜●篤38 母）

ご協力いただいた関係各位にお礼申しあげます。

(山田)
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表紙写真の説明

無人探査船「ドルフィン-3k」

水深3,300ｍまでの調査や作業を行うことが出来る

無人探査船で、支援母船「なつしま」に搭載されてい

ます。学童疎開船「対馬丸」の探索に活躍しました。
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